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１ 平成 24 年（2012 年）の気象災害 

 

1-1 気象の特徴 

○ 全国的に年平均気温は平年並で、多雨傾向 

北日本から西日本にかけては、寒候期が低温傾向、暖候期が高温傾向と季節のメリハリがはっきりとした年とな

り、年平均気温は平年並だった。年降水量は全国的に平年を上回った所が多かった。特に沖縄・奄美では、年降

水量がかなり多く、年間日照時間がかなり少なかった。 

○ 北日本、東日本、西日本は寒冬 

冬型の気圧配置が続いたため、平成 23 年 12 月から平成 24 年 2 月にかけて 3 か月連続して月平均気温が低

く、冬の平均気温も低かった。日本海側では「平成 18 年豪雪」に次ぐ積雪となった。 

○ 北日本、東日本、西日本は暑夏、西日本と沖縄・奄美は雨の多い夏 

梅雨明け以降太平洋高気圧に覆われることが多く、夏の平均気温は沖縄・奄美を除き高かった。梅雨前線や台

風等の影響により、夏の降水量は西日本太平洋側と沖縄・奄美でかなり多く、西日本日本海側も含めてたびたび

大雨となった。7 月 11 日から 14 日には「平成 24 年 7 月九州北部豪雨」が発生した。 

○ 9 月の北日本は記録的高温 

勢力の強い太平洋高気圧が日本の東海上から張り出したため、北日本では平年の盛夏期を上回るような高温

が続いた。このため、北日本の 9 月の平均気温はかなり高くなり、統計を開始した 1946 年以降最も高い値を大幅

に更新した（平年差+3.7℃、これまでの記録は 1961 年の+1.8℃）。 

 

1-2 主な気象災害 

 ここでは、平成２4 年（２０１2 年）に発生し、人的被害や社会活動に大きな影響があった主な気象災害の概況に

ついて、おおむね発生期日順に災害番号（括弧内番号）を付けて記述した。また、災害番号に続けて、災害期日：

地域、（ ）内に災害の種類、＜＞内に気圧配置などの気象状況を記した。災害の種類別（大雨、大雪、暴風、突

風、高波など）の一覧表を表１．１に示す。 

 被害の具体的な数値は、総務省消防庁、国土交通省の資料および地方気象台等が国や都道府県の防災機関

等から入手し気象庁観測部情報管理室が取りまとめた資料による。また、地方気象台等が行った竜巻の被害状況

等調査報告等も参考にした。 

 

表 1.1 災害の種類別の番号一覧表 

災 害 名 災 害 番 号 

大雨（豪雨を含む） 
（２）、（３）、（５）、（６）、（７）、（８）、（９）、（１０）、（１１）、（１２）、（１３）、（１

４）、（１５）、（１６）、（１７）、（１８）、（２０）、（２１） 

大雪 （１）、（２５） 

暴風 
（１）、（２）、（５）、（７）、（８）、（１０）、（１１）、（１２）、（１３）、（１５）、（１６）、

（１７）、（１８）、（２０）、（２１）、（２４） 

突風（竜巻を含む） （４）、（８）、（１６）、（１９）、（２２）、（２３） 

高波 （１５）、（１７） 

その他 （２４） 
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（１）2月 1日～2月 2日：北日本（大雪、暴風）＜冬型＞ 

低気圧が日本海中部から三陸沖へ進んだあと、強い冬型の気圧配置となり、東北地方の一部で大雪、九州から

東北地方にかけての一部で暴風となった。 

このため、秋田県などで死者が 5 名となったほか、住家被害や浸水害、交通障害、電力障害が発生した。 

（被害の状況は気象庁調べ） 

[主な最大風速] 
    

2月 1日 山形県酒田市飛島(ﾄﾋﾞｼﾏ) 29.0  メートル 西 [19:20] 

 
北海道えりも町えりも岬(ｴﾘﾓﾐｻｷ) 25.5  メートル 北北東 [23:52] 

 
東京都三宅村三宅島(ﾐﾔｹｼﾞﾏ) 22.0  メートル 西北西 [21:29] 

 
高知県室戸市室戸岬(ﾑﾛﾄﾐｻｷ) 21.3  メートル 西北西 [18:42] 

 
新潟県佐渡市相川(ｱｲｶﾜ) 20.3  メートル 西北西 [15:56] 

 
秋田県秋田市秋田(ｱｷﾀ) 20.1  メートル 西南西 [18:26] 

2月 2日 北海道えりも町えりも岬(ｴﾘﾓﾐｻｷ) 25.0  メートル 北北東 [00:01] 

 
青森県八戸市八戸(ﾊﾁﾉﾍ) 23.6  メートル 北北東 [00:35] 

 
鹿児島県西之表市種子島(ﾀﾈｶﾞｼﾏ) 20.3  メートル 北西 [16:51] 

 
山形県酒田市浜中(ﾊﾏﾅｶ) 20.1  メートル 西 [00:04] 

 
新潟県佐渡市弾崎(ﾊｼﾞｷｻﾞｷ) 20.0  メートル 北北西 [12:59] 

[主な日降雪量] 
    

2月 1日 青森県大間町大間(ｵｵﾏ) 51.0  センチ 
  

2月 2日 山形県西川町大井沢(ｵｵｲｻﾜ) 51.0  センチ 
  

 

（２）4月 3日～4月 5日：全国（大雨、暴風）＜低気圧＞ 

４月 2日低気圧が華北から黄海に進み、この低気圧は 3日に急速に発達しながら日本海を東北東に進んだ。低

気圧の中心気圧は 2 日 21 時の 1006hPa から 3 日 21 時の 964hPa へと、24 時間で 42hPa 降下し、また、この低気

圧からのびる寒冷前線が西日本から北日本を通過した。その後、4 日に低気圧は北日本を通過してオホーツク海

に達した。このため、西日本から北日本の広い範囲で記録的な暴風となり、海上では大しけとなった。また、前線の

通過に伴い局地的に非常に激しい雨が降った。 

このため、新潟県などで死者・行方不明者 12 名となったほか、住家被害、土砂災害、交通障害、電力障害など

が発生した。（被害の状況は気象庁調べ） 

[主な日降水量] 
     

4月 3日 鹿児島県屋久島町屋久島(ﾔｸｼﾏ) 156.0  ミリ 高知県香美市繁藤(ｼｹﾞﾄｳ) 120.5  ミリ 

 
山梨県山中湖村山中(ﾔﾏﾅｶ) 113.0  ミリ 静岡県伊豆市天城山(ｱﾏｷﾞｻﾝ) 101.0  ミリ 

4月 5日 新潟県阿賀町室谷(ﾑﾛﾔ) 58.0  ミリ 
   

[主な最大風速] 
     

4月 3日 山形県酒田市飛島(ﾄﾋﾞｼﾏ) 34.3  メートル 西南西 [24:00] 
 

 
和歌山県和歌山市友ケ島(ﾄﾓｶﾞｼﾏ) 32.2  メートル 南南東 [13:38] 

 

 
高知県室戸市室戸岬(ﾑﾛﾄﾐｻｷ) 30.6  メートル 西南西 [14:08] 

 

 
東京都三宅村三宅坪田(ﾐﾔｹﾂﾎﾞﾀ) 28.2  メートル 南 [18:30] 

 

 
兵庫県明石市明石(ｱｶｼ) 28.0  メートル 西 [15:20] 

 

 

島根県隠岐の島町西郷岬(ｻｲｺﾞｳﾐｻ

ｷ) 
27.1  メートル 南西 [14:00] 
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新潟県佐渡市両津(ﾘｮｳﾂ) 26.2  メートル 西南西 [21:16] 

 

 
福井県坂井市三国(ﾐｸﾆ) 25.8  メートル 南南東 [13:22] 

 

 
大阪府田尻町関空島(ｶﾝｸｳｼﾞﾏ) 24.7  メートル 南 [13:46] 

 

 
青森県青森市青森大谷(ｱｵﾓﾘｵｵﾀﾆ) 23.7  メートル 南南西 [23:53] 

 

 
富山県砺波市砺波(ﾄﾅﾐ) 23.1  メートル 南南東 [14:38] 

 

 
愛媛県伊方町瀬戸(ｾﾄ) 23.0  メートル 南南東 [07:02] 

 

 
鳥取県鳥取市湖山(ｺﾔﾏ) 22.9  メートル 西 [16:23] 

 

 
石川県輪島市三井(ﾐｲ) 22.8  メートル 西南西 [18:24] 

 

 
広島県呉市呉(ｸﾚ) 22.8  メートル 西南西 [15:22] 

 

 
愛知県常滑市セントレア(ｾﾝﾄﾚｱ) 22.2  メートル 西 [18:18] 

 

 
長崎県対馬市鰐浦(ﾜﾆｳﾗ) 22.0  メートル 西 [11:39] 

 

 
鹿児島県屋久島町屋久島(ﾔｸｼﾏ) 21.7  メートル 北西 [14:57] 

 

 
香川県高松市香南(ｺｳﾅﾝ) 21.3  メートル 西 [15:54] 

 

 
千葉県中央区千葉(ﾁﾊﾞ) 21.0  メートル 南南東 [18:16] 

 

 
岡山県北区岡山(ｵｶﾔﾏ) 20.8  メートル 南西 [15:04] 

 

 
宮崎県宮崎市赤江(ｱｶｴ) 20.8  メートル 西 [13:17] 

 

 
北海道釧路市釧路(ｸｼﾛ) 20.3  メートル 南東 [23:22] 

 

 
秋田県由利本荘市本荘(ﾎﾝｼﾞｮｳ) 20.3  メートル 南西 [23:44] 

 

 
静岡県南伊豆町石廊崎(ｲﾛｳｻﾞｷ) 20.3  メートル 南南西 [18:07] 

 
4月 4日 山形県酒田市飛島(ﾄﾋﾞｼﾏ) 39.7  メートル 西 [02:43] 

 

 
新潟県佐渡市両津(ﾘｮｳﾂ) 32.1  メートル 西南西 [01:10] 

 

 
秋田県秋田市秋田(ｱｷﾀ) 28.9  メートル 西南西 [04:20] 

 

 
北海道稚内市宗谷岬(ｿｳﾔﾐｻｷ) 28.7  メートル 北西 [12:40] 

 

 
北海道えりも町えりも岬(ｴﾘﾓﾐｻｷ) 27.5  メートル 西 [11:57] 

 

 
青森県八戸市八戸(ﾊﾁﾉﾍ) 25.9  メートル 西南西 [07:31] 

 

 
宮城県青葉区新川(ﾆｯｶﾜ) 25.9  メートル 西 [10:41] 

 

 
栃木県日光市奥日光(ｵｸﾆｯｺｳ) 23.5  メートル 西 [04:48] 

 

 
北海道釧路市釧路(ｸｼﾛ) 23.1  メートル 南西 [05:24] 

 

 
東京都神津島村神津島(ｺｳﾂﾞｼﾏ) 22.2  メートル 西北西 [00:01] 

 

 
北海道留萌市留萌(ﾙﾓｲ) 20.9  メートル 西北西 [12:54] 

 

 
北海道奥尻町米岡(ﾖﾈｵｶ) 20.8  メートル 北西 [10:37] 

 
4月 5日 北海道えりも町えりも岬(ｴﾘﾓﾐｻｷ) 23.4  メートル 西 [00:45] 

 

 
北海道稚内市宗谷岬(ｿｳﾔﾐｻｷ) 20.6  メートル 西北西 [00:52] 

 
 

 

 

（３）5月 2日～5月 4日：西日本から北日本（大雨）＜低気圧＞ 

 5 月 2 日から 5 日にかけて、低気圧が九州の南部付近から三陸沖へゆっくりと進んだ。全国的に大雨や

暴風となったところがあった。 

 このため、愛知県で死者 2名となったほか、住家被害、浸水害、土砂災害、交通障害、電力障害などが発

生した。（被害の状況は気象庁調べ） 
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[主な日降水量] 
     

5月 2日 静岡県伊豆市天城山(ｱﾏｷﾞｻﾝ) 566.5  ミリ 三重県尾鷲市尾鷲(ｵﾜｾ) 384.0  ミリ 

 
神奈川県箱根町箱根(ﾊｺﾈ) 298.0  ミリ 東京都大島町大島(ｵｵｼﾏ) 218.0  ミリ 

 
和歌山県那智勝浦町色川(ｲﾛｶﾜ) 206.5  ミリ 沖縄県本部町本部(ﾓﾄﾌﾞ) 167.5  ミリ 

 
徳島県上勝町福原旭(ﾌｸﾊﾗｱｻﾋ) 158.5  ミリ 埼玉県ときがわ町ときがわ(ﾄｷｶﾞﾜ) 142.5  ミリ 

 
高知県四万十町窪川(ｸﾎﾞｶﾜ) 127.5 ミリ 奈良県上北山村上北山(ｶﾐｷﾀﾔﾏ) 110 ミリ 

 
山梨県南部町南部(ﾅﾝﾌﾞ) 109.5  ミリ 沖縄県北大東村北大東(ｷﾀﾀﾞｲﾄｳ) 105.5  ミリ 

5月 3日 茨城県北茨城市花園(ﾊﾅｿﾞﾉ) 324.5  ミリ 福島県福島市鷲倉(ﾜｼｸﾗ) 255.0  ミリ 

 
栃木県那須町那須(ﾅｽ) 231.5  ミリ 岩手県釜石市釜石(ｶﾏｲｼ) 221.5  ミリ 

 
宮城県泉区泉ケ岳(ｲｽﾞﾐｶﾞﾀﾞｹ) 211.5  ミリ 東京都大島町大島(ｵｵｼﾏ) 170.5  ミリ 

 
静岡県伊豆市天城山(ｱﾏｷﾞｻﾝ) 143.5  ミリ 埼玉県ときがわ町ときがわ(ﾄｷｶﾞﾜ) 140.5  ミリ 

 
神奈川県港北区日吉(ﾋﾖｼ) 130.5 ミリ 群馬県館林市館林(ﾀﾃﾊﾞﾔｼ) 104.5 ミリ 

5月 4日 北海道登別市カルルス(ｶﾙﾙｽ) 285.0  ミリ 北海道広尾町広尾(ﾋﾛｵ) 248.5  ミリ 

 
北海道えりも町目黒(ﾒｸﾞﾛ) 240.5  ミリ 北海道釧路市阿寒(ｱｶﾝ) 186.5  ミリ 

 
岩手県山田町山田(ﾔﾏﾀﾞ) 178.5  ミリ 北海道千歳市支笏湖畔(ｼｺﾂｺﾊﾝ) 145.5  ミリ 

 
北海道斜里町宇登呂(ｳﾄﾛ) 139.0  ミリ 北海道標津町糸櫛別(ｲﾄｸｼﾍﾞﾂ) 106.0  ミリ 

 
北海道黒松内町黒松内(ｸﾛﾏﾂﾅｲ) 104.0  ミリ 

   
[主な最大風速] 

     
5月 2日 静岡県南伊豆町石廊崎(ｲﾛｳｻﾞｷ) 18.3 メートル 東北東 [18:24] 

 

 
東京都神津島村神津島(ｺｳﾂﾞｼﾏ) 17.9 メートル 東南東 [21:30] 

 

 

兵庫県中央区神戸空港(ｺｳﾍﾞｸｳｺ

ｳ) 
16.2  メートル 東北東 [15:30] 

 

5月 3日 千葉県銚子市銚子(ﾁｮｳｼ) 19.6  メートル 東南東 [04:27] 
 

 
宮城県石巻市石巻(ｲｼﾉﾏｷ) 16.4  メートル 東南東 [20:05] 

 

 
山形県酒田市浜中(ﾊﾏﾅｶ) 15.9  メートル 東 [10:33] 

 
5月 4日 北海道釧路市釧路(ｸｼﾛ) 17.6  メートル 東南東 [17:38] 

 

 

北海道えりも町えりも岬(ｴﾘﾓﾐｻ

ｷ) 
17.2 メートル 北東 [08:24] 

 

 
北海道函館市高松(ﾀｶﾏﾂ) 17.2  メートル 東 [07:14] 

 

 
北海道根室市納沙布(ﾉｻｯﾌﾟ) 17.1  メートル 東南東 [19:41] 

 

 
北海道稚内市宗谷岬(ｿｳﾔﾐｻｷ) 17.0  メートル 東 [23:05] 

 

 
静岡県牧之原市静岡空港(ｼｽﾞｵｶｸｳｺｳ) 16.0  メートル 西北西 [22:32] 

 

 
東京都三宅村三宅坪田(ﾐﾔｹﾂﾎﾞﾀ) 15.5  メートル 西 [23:37] 

 

 
愛知県常滑市セントレア(ｾﾝﾄﾚｱ) 15.1  メートル 北西 [20:35] 

 
 

 

（４）5月 6日：茨城県、栃木県（竜巻）＜気圧の谷、寒気の移流＞ 

 5月 6日は日本の上空 5500メートルにおいて、氷点下 21度以下の強い寒気が流れ込んだ。一方、同日 9

時には日本海に低気圧があって、東日本から東北地方の太平洋側を中心に、この低気圧に向かって暖かく

湿った空気が流れ込んだ。さらに、日射の影響で地上の気温が上昇したことから、関東甲信地方は大気の

状態が非常に不安定となり、落雷や突風、降ひょうを伴う発達した積乱雲が発生し、茨城県、栃木県で竜



- 5 - 
 

巻が発生した。 

このため、茨城県で死者１名となったほか、家屋の損壊などが発生した。 

 

 

（５）5月 25日～5月 27日：伊豆諸島、小笠原諸島（大雨、暴風）＜台風第２号＞ 

 5月 22日 15時にグアム島の北西海上で発生した台風第 2号は、徐々に進路を北へ変え、25日 3時に硫

黄島の南西海上で勢力が最大となった。台風第 2号は北東へ進路を変えた後、28日 3時に小笠原諸島の東

で温帯低気圧に変わった。 

[主な日降水量] 
    

5月 26日 鹿児島県十島村中之島(ﾅｶﾉｼﾏ) 74.5  ミリ 
  

5月 27日 沖縄県与那国町所野(ﾄｺﾛﾉ) 55.5  ミリ 
  

[主な最大風速] 
    

5月 27日 鹿児島県奄美市笠利(ｶｻﾘ) 11.5  メートル 東北東 [11:05] 

 
沖縄県与那国町与那国島(ﾖﾅｸﾞﾆｼﾞﾏ) 10.4  メートル 北東 [23:27] 

 

 

（６）5月 29日～5月 30日：東日本（大雨）＜上空の寒気＞ 

 5月 29日から 30日にかけて、上空の寒気の影響で、東日本の一部で大雨となった。 

このため、住家被害や浸水害、電力障害などが発生した。（被害の状況は気象庁調べ） 

[主な日降水量] 
     

5月 29日 茨城県水戸市水戸(ﾐﾄ) 110.0  ミリ 静岡県藤枝市高根山(ﾀｶﾈｻﾝ) 105.5  ミリ 

 

 

（７）6月 4日～6月 6日：沖縄・奄美（大雨、暴風）＜台風第３号＞ 

6 月 2 日 3 時にルソン島の東海上で発生した台風第 3 号は、北西へ進んだ後転向して北北東へ進み、4

日 3時に沖縄の南海上で勢力が最大となった。台風第 3号はその後も北東へ進み、6日 15時に八丈島の東

海上で温帯低気圧に変わった。このため、沖縄・奄美の一部で大雨となった。 

[主な日降水量] 
    

6月 4日 鹿児島県十島村中之島(ﾅｶﾉｼﾏ) 154.0  ミリ 
  

6月 5日 沖縄県南大東村南大東(ﾐﾅﾐﾀﾞｲﾄｳ) 150.0  ミリ 
  

6月 6日 東京都八丈町八丈島(ﾊﾁｼﾞｮｳｼﾞﾏ) 63.5  ミリ 
  

[主な最大風速] 
    

6月 5日 沖縄県南大東村南大東(ﾐﾅﾐﾀﾞｲﾄｳ) 25.9  メートル 南 [10:18] 

6月 6日 東京都八丈町八重見ヶ原(ﾔｴﾐｶﾞﾊﾗ) 20.8  メートル 東北東 [07:54] 

 

 

（８）6月 8日～7月 10日：沖縄・奄美（大雨、暴風、竜巻）＜梅雨前線、台風第４号＞ 

6月 8日から 14日にかけて、梅雨前線が九州の南海上に停滞した。沖縄・奄美地方、九州地方、四国地

方、伊豆諸島南部を中心に大雨となった。 

6 月 15 日から 17 日にかけて、梅雨前線が九州の南海上に停滞し、この前線上の低気圧が九州の西海上

から山陰沖へ進んだ。九州地方、四国地方、近畿地方、東海地方、甲信地方を中心に大雨となった。 
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6 月 18日から 20日にかけて、梅雨前線が九州に停滞した。また、沖縄の南海上の台風第 4号が四国沖

へ進んで、19日 17時過ぎに和歌山県南部に上陸し、東海地方、関東地方を通って、20日 9時に三陸沖で

温帯低気圧へと変わった。このため、沖縄・奄美地方、九州地方、四国地方、中国地方、近畿地方、東海

地方、関東地方、東北地方を中心に大雨となった。また、沖縄・奄美地方、四国地方、近畿地方、東海地

方、関東地方、伊豆諸島南部、東北地方、北海道で暴風となった。このため、静岡県で死者 1名となった

ほか、住家被害、浸水害、土砂災害、交通障害、電力障害などが発生した。（被害の状況は平成 24 年 8

月 16日 19時 00分現在内閣府調べ） 

6 月 21 日から 22 日にかけて、梅雨前線が奄美地方に停滞し、前線上の低気圧が西日本を通って関東の

東海上へ進んだ。沖縄・奄美地方、九州地方、四国地方、近畿地方、東海地方、関東地方を中心に大雨と

なった。このため、高知県で死者 1名となったほか、住家被害、浸水害、土砂災害、交通障害、電力障害

が発生した（被害の状況は気象庁調べ） 

6 月 23 日から 24 日にかけて、梅雨前線が本州南岸に停滞し、前線上の低気圧が九州の西海上から本州

南岸へ進んだ。九州地方を中心に大雨となった。 

6 月 25 日から 28 日にかけて、梅雨前線が九州を通って本州南岸に停滞した。九州地方を中心に大雨と

なった。 

6月 29 日から 7月 1日にかけて、梅雨前線上に発生した華北の低気圧が日本海西部へ進んだ。九州地方

を中心に大雨となった。 

7 月 2 日から 4 日にかけて、梅雨前線が本州付近に停滞し、九州地方、東海地方、関東地方を中心に大

雨となった。 

7 月 5 日から 7 日にかけて、梅雨前線上に発生した黄海の低気圧が関東の東海上へ進んだ。九州地方、

中国地方、近畿地方、北陸地方、甲信地方、東北地方を中心に大雨となった。また、5 日には青森県で竜

巻が発生した。このため、滋賀県と大分県で死者 2名となったほか、住家被害、浸水害、土砂災害、交通

障害、電力障害などが発生した。（被害の状況は気象庁調べ） 

7月 8日から 10日にかけて、梅雨前線が九州の南海上から関東の東海上に停滞した。奄美地方を中心に

大雨となった。 

[主な日降水量] 
     

6月 18日 長崎県平戸市平戸(ﾋﾗﾄﾞ) 207.0  ミリ 宮崎県延岡市延岡(ﾉﾍﾞｵｶ) 140.5  ミリ 

 
大分県佐伯市宇目(ｳﾒ) 135.0  ミリ 

   
6月 19日 三重県大台町宮川(ﾐﾔｶﾞﾜ) 405.5  ミリ 静岡県伊豆市天城山(ｱﾏｷﾞｻﾝ) 357.0  ミリ 

 
山梨県山中湖村山中(ﾔﾏﾅｶ) 285.5  ミリ 徳島県上勝町福原旭(ﾌｸﾊﾗｱｻﾋ) 266.0  ミリ 

 
栃木県日光市奥日光(ｵｸﾆｯｺｳ) 259.0  ミリ 奈良県上北山村上北山(ｶﾐｷﾀﾔﾏ) 241.5  ミリ 

 
愛知県豊田市阿蔵(ｱｿﾞｳ) 238.0  ミリ 神奈川県山北町丹沢湖(ﾀﾝｻﾞﾜｺ) 237.0  ミリ 

 
茨城県北茨城市花園(ﾊﾅｿﾞﾉ) 226.0  ミリ 高知県仁淀川町鳥形山(ﾄﾘｶﾞﾀﾔﾏ) 225.0  ミリ 

 
和歌山県古座川町西川(ﾆｼｶﾜ) 212.5  ミリ 兵庫県朝来市生野(ｲｸﾉ) 210.5  ミリ 

 
岐阜県大垣市上石津(ｶﾐｲｼﾂﾞ) 200.0  ミリ 沖縄県渡嘉敷村渡嘉敷(ﾄｶｼｷ) 193.0  ミリ 

 
愛媛県四国中央市富郷(ﾄﾐｻﾄ) 187.5  ミリ 埼玉県ときがわ町ときがわ(ﾄｷｶﾞﾜ) 173.0  ミリ 

 
群馬県高崎市榛名山(ﾊﾙﾅｻﾝ) 156.0  ミリ 福島県福島市鷲倉(ﾜｼｸﾗ) 141.0  ミリ 

 
滋賀県高島市朽木平良(ｸﾂｷﾍﾗ) 139.5  ミリ 東京都奥多摩町小河内(ｵｺﾞｳﾁ) 133.5  ミリ 

 
香川県東かがわ市引田(ﾋｹﾀ) 131.5  ミリ 長野県阿智村浪合(ﾅﾐｱｲ) 129.5  ミリ 

 
京都府福知山市三岳(ﾐﾀｹ) 117.5  ミリ 島根県海士町海士(ｱﾏ) 111.0  ミリ 

 
大分県佐伯市宇目(ｳﾒ) 109.5  ミリ 長崎県対馬市厳原(ｲﾂﾞﾊﾗ) 108.0  ミリ 
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岡山県吉備中央町吉備中央(ｷﾋﾞﾁｭｳｵｳ) 107.0  ミリ 千葉県大多喜町大多喜(ｵｵﾀｷ) 102.0  ミリ 

 
鳥取県鳥取市佐治(ｻｼﾞ) 101.5  ミリ 宮城県青葉区新川(ﾆｯｶﾜ) 100.5  ミリ 

6月 20日 鹿児島県奄美市笠利(ｶｻﾘ) 176.0  ミリ 宮城県石巻市雄勝(ｵｶﾞﾂ) 152.0  ミリ 

 
岩手県釜石市釜石(ｶﾏｲｼ) 110.5  ミリ 北海道広尾町広尾(ﾋﾛｵ) 102.5  ミリ 

6月 21日 高知県土佐清水市清水(ｼﾐｽﾞ) 289.0  ミリ 宮崎県日南市油津(ｱﾌﾞﾗﾂ) 241.5  ミリ 

 
徳島県那賀町木頭(ｷﾄｳ) 227.5  ミリ 鹿児島県霧島市溝辺(ﾐｿﾞﾍﾞ) 217.5  ミリ 

 
熊本県球磨村一勝地(ｲｯｼｮｳﾁ) 207.5  ミリ 愛媛県愛南町御荘(ﾐｼｮｳ) 179.0  ミリ 

 
兵庫県洲本市洲本(ｽﾓﾄ) 135.0  ミリ 和歌山県和歌山市友ケ島(ﾄﾓｶﾞｼﾏ) 126.0  ミリ 

 
大分県佐伯市宇目(ｳﾒ) 119.0  ミリ 沖縄県竹富町波照間(ﾊﾃﾙﾏ) 112.5  ミリ 

 
大阪府田尻町関空島(ｶﾝｸｳｼﾞﾏ) 108.5  ミリ 香川県東かがわ市引田(ﾋｹﾀ) 108.0  ミリ 

6月 22日 神奈川県箱根町箱根(ﾊｺﾈ) 109.0  ミリ 静岡県伊豆市天城山(ｱﾏｷﾞｻﾝ) 104.5  ミリ 

6月 23日 鹿児島県屋久島町尾之間(ｵﾉｱｲﾀﾞ) 127.0  ミリ 
   

6月 24日 長崎県雲仙市雲仙岳(ｳﾝｾﾞﾝﾀﾞｹ) 305.0  ミリ 宮崎県西米良村西米良(ﾆｼﾒﾗ) 304.5  ミリ 

 
熊本県山都町山都(ﾔﾏﾄ) 292.5  ミリ 鹿児島県霧島市霧島牧園(ｷﾘｼﾏﾏｷｿﾞﾉ) 203.5  ミリ 

 
大分県由布市湯布院(ﾕﾌｲﾝ) 198.0  ミリ 佐賀県嬉野市嬉野(ｳﾚｼﾉ) 182.0  ミリ 

 
福岡県大牟田市大牟田(ｵｵﾑﾀ) 158.5  ミリ 

   
6月 25日 鹿児島県錦江町田代(ﾀｼﾛ) 121.5  ミリ 

   
6月 26日 鹿児島県屋久島町屋久島(ﾔｸｼﾏ) 110.0  ミリ 

   
6月 27日 鹿児島県肝付町内之浦(ｳﾁﾉｳﾗ) 371.0  ミリ 宮崎県都農町都農(ﾂﾉ) 244.0  ミリ 

 
熊本県球磨村一勝地(ｲｯｼｮｳﾁ) 136.5  ミリ 長崎県長崎市長浦岳(ﾅｶﾞｳﾗﾀﾞｹ) 114.0  ミリ 

6月 28日 和歌山県串本町潮岬(ｼｵﾉﾐｻｷ) 85.5  ミリ 三重県尾鷲市尾鷲(ｵﾜｾ) 85.0  ミリ 

6月 29日 宮崎県日南市深瀬(ﾌｶｾ) 55.5  ミリ 
   

6月 30日 熊本県南小国町南小国(ﾐﾅﾐｵｸﾞﾆ) 112.0  ミリ 
   

7月 1日 宮崎県えびの市えびの(ｴﾋﾞﾉ) 158.5  ミリ 鹿児島県霧島市霧島牧園(ｷﾘｼﾏﾏｷｿﾞﾉ) 134.5  ミリ 

 
福岡県久留米市耳納山(ﾐﾉｳｻﾝ) 113.5  ミリ 熊本県山都町山都(ﾔﾏﾄ) 113.5  ミリ 

 
大分県玖珠町玖珠(ｸｽ) 108.5  ミリ 

   
7月 2日 熊本県湯前町湯前横谷(ﾕﾉﾏｴﾖｺﾀﾆ) 150.5  ミリ 宮崎県えびの市えびの(ｴﾋﾞﾉ) 142.0  ミリ 

7月 3日 大分県中津市耶馬渓(ﾔﾊﾞｹｲ) 250.5  ミリ 福岡県添田町英彦山(ﾋｺｻﾝ) 174.0  ミリ 

 
千葉県鴨川市鴨川(ｶﾓｶﾞﾜ) 135.0  ミリ 静岡県熱海市網代(ｱｼﾞﾛ) 133.0  ミリ 

 
佐賀県佐賀市北山(ﾎｸｻﾞﾝ) 111.0  ミリ 

   
7月 4日 福岡県八女市黒木(ｸﾛｷﾞ) 97.0  ミリ 

   
7月 5日 島根県江津市桜江(ｻｸﾗｴ) 139.5  ミリ 山形県真室川町差首鍋(ｻｽﾅﾍﾞ) 126.5  ミリ 

 
岩手県西和賀町湯田(ﾕﾀﾞ) 109.0  ミリ 

   
7月 6日 富山県朝日町泊(ﾄﾏﾘ) 137.0  ミリ 島根県出雲市佐田(ｻﾀﾞ) 126.5  ミリ 

 
石川県金沢市金沢(ｶﾅｻﾞﾜ) 122.0  ミリ 兵庫県宍粟市一宮(ｲﾁﾉﾐﾔ) 121.0  ミリ 

 
広島県庄原市高野(ﾀｶﾉ) 117.5  ミリ 長野県王滝村御嶽山(ｵﾝﾀｹｻﾝ) 114.5  ミリ 

 
鳥取県日南町茶屋(ﾁｬﾔ) 102.0  ミリ 

   
7月 7日 宮崎県都城市山田(ﾔﾏﾀﾞ) 156.5  ミリ 富山県黒部市宇奈月(ｳﾅﾂﾞｷ) 145.0  ミリ 

 
新潟県阿賀町室谷(ﾑﾛﾔ) 139.0  ミリ 宮城県泉区泉ケ岳(ｲｽﾞﾐｶﾞﾀﾞｹ) 119.0  ミリ 

 
岡山県和気町和気(ﾜｹ) 112.0  ミリ 

   
7月 8日 鹿児島県瀬戸内町古仁屋(ｺﾆﾔ) 139.5  ミリ 
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7月 9日 鹿児島県与論町与論島(ﾖﾛﾝｼﾞﾏ) 122.5  ミリ 
   

7月 10日 鹿児島県十島村中之島(ﾅｶﾉｼﾏ) 77.0  ミリ 
   

[主な最大風速] 
    

6月 18日 沖縄県北大東村北大東(ｷﾀﾀﾞｲﾄｳ) 21.8  メートル 南南東 [23:25] 

6月 19日 東京都三宅村三宅坪田(ﾐﾔｹﾂﾎﾞﾀ) 29.3  メートル 南南西 [21:52] 

 
静岡県御前崎市御前崎(ｵﾏｴｻﾞｷ) 27.1  メートル 南南西 [21:16] 

 
沖縄県南大東村南大東(ﾐﾅﾐﾀﾞｲﾄｳ) 26.2  メートル 南南東 [01:09] 

 
神奈川県藤沢市辻堂(ﾂｼﾞﾄﾞｳ) 25.2  メートル 南南西 [23:14] 

 
高知県室戸市室戸岬(ﾑﾛﾄﾐｻｷ) 23.6  メートル 西 [18:15] 

 
和歌山県串本町潮岬(ｼｵﾉﾐｻｷ) 23.5  メートル 西 [18:20] 

 
愛知県常滑市セントレア(ｾﾝﾄﾚｱ) 22.2  メートル 東 [18:42] 

 
三重県津市津(ﾂ) 21.2  メートル 東 [18:23] 

6月 20日 東京都江戸川区江戸川臨海(ｴﾄﾞｶﾞﾜﾘﾝｶｲ) 26.1  メートル 南南西 [00:21] 

 
北海道えりも町えりも岬(ｴﾘﾓﾐｻｷ) 24.1  メートル 北北東 [17:24] 

 
宮城県石巻市石巻(ｲｼﾉﾏｷ) 22.4  メートル 東 [02:29] 

 
千葉県中央区千葉(ﾁﾊﾞ) 22.2  メートル 南南西 [00:32] 

6月 21日 高知県室戸市室戸岬(ﾑﾛﾄﾐｻｷ) 23.5  メートル 北東 [08:35] 

 
北海道えりも町えりも岬(ｴﾘﾓﾐｻｷ) 22.5  メートル 北東 [00:03] 

6月 22日 高知県室戸市室戸岬(ﾑﾛﾄﾐｻｷ) 23.4  メートル 南南西 [00:05] 

7月 3日 高知県室戸市室戸岬(ﾑﾛﾄﾐｻｷ) 25.2  メートル 西南西 [13:08] 

7月 6日 高知県室戸市室戸岬(ﾑﾛﾄﾐｻｷ) 20.8  メートル 西南西 [19:58] 

7月 7日 高知県室戸市室戸岬(ﾑﾛﾄﾐｻｷ) 22.7  メートル 西北西 [07:16] 

 

（９）7月 11日～7月 14日：九州北部（大雨）＜梅雨前線＞ 

7 月 11 日から 14 日にかけて、本州付近に停滞した梅雨前線に向かって南から非常に湿った空気が流れ

込み、九州北部を中心に大雨となった。熊本県阿蘇市阿蘇乙姫(ｱｿｵﾄﾋﾒ)では、11 日 0 時から 14 日 24 時

までに観測された最大 1 時間降水量が 108.0 ミリ、最大 24 時間降水量が 507.5 ミリとなり、それぞれ観

測史上１位の値を更新した。これらを含め、統計期間が 10 年以上の観測地点のうち、最大１時間降水量

で計 7 地点、最大 24 時間降水量で計 8 地点が観測史上１位の値を更新した。 

この大雨により、河川のはん濫や土石流が発生し、熊本県、大分県、福岡県で死者 30 名、行方不明者 2 

名となったほか、九州北部を中心に住家損壊、土砂災害、浸水害等が発生した。また、停電被害、交通障

害等が発生した。（被害状況は、平成 24 年 8 月 16 日 19 時 00 分現在の内閣府の情報による） 

この 11日から 14日にかけて災害をもたらした大雨について、気象庁は「平成 24年 7月九州北部豪雨」

と命名した。 

[主な日降水量] 
     

7月 11日 鹿児島県南種子町上中(ｶﾐﾅｶ) 244.5  ミリ 福岡県久留米市耳納山(ﾐﾉｳｻﾝ) 115.0  ミリ 

7月 12日 熊本県阿蘇市阿蘇乙姫(ｱｿｵﾄﾋﾒ) 493.0  ミリ 高知県馬路村魚梁瀬(ﾔﾅｾ) 332.5  ミリ 

 
大分県竹田市竹田(ﾀｹﾀ) 251.0  ミリ 鹿児島県志布志市志布志(ｼﾌﾞｼ) 224.0  ミリ 

 
徳島県美波町日和佐(ﾋﾜｻ) 216.0  ミリ 和歌山県田辺市護摩壇山(ｺﾞﾏﾀﾞﾝｻﾞﾝ) 211.0  ミリ 

 
長野県王滝村御嶽山(ｵﾝﾀｹｻﾝ) 210.5  ミリ 静岡県葵区井川(ｲｶﾜ) 201.0  ミリ 

 
岐阜県関市関市板取(ｾｷｼｲﾀﾄﾞﾘ) 201.0  ミリ 愛知県豊根村茶臼山(ﾁｬｳｽﾔﾏ) 190.0  ミリ 
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宮崎県椎葉村椎葉(ｼｲﾊﾞ) 160.0  ミリ 三重県紀北町紀伊長島(ｷｲﾅｶﾞｼﾏ) 146.0  ミリ 

 
北海道登別市カルルス(ｶﾙﾙｽ) 120.0  ミリ 北海道利尻富士町本泊(ﾓﾄﾄﾞﾏﾘ) 105.0  ミリ 

 
北海道浜中町榊町(ｻｶｷﾏﾁ) 102.5  ミリ 北海道根室市根室(ﾈﾑﾛ) 101.5  ミリ 

7月 13日 佐賀県白石町白石(ｼﾛｲｼ) 258.5  ミリ 鹿児島県霧島市溝辺(ﾐｿﾞﾍﾞ) 238.0  ミリ 

 
福岡県久留米市耳納山(ﾐﾉｳｻﾝ) 232.0  ミリ 熊本県南小国町南小国(ﾐﾅﾐｵｸﾞﾆ) 172.5  ミリ 

 
大分県日田市椿ヶ鼻(ﾂﾊﾞｷｶﾞﾊﾅ) 144.5  ミリ 長崎県対馬市厳原(ｲﾂﾞﾊﾗ) 119.0  ミリ 

 
宮崎県えびの市えびの(ｴﾋﾞﾉ) 104.5  ミリ 

   
7月 14日 福岡県八女市黒木(ｸﾛｷﾞ) 415.0  ミリ 大分県日田市椿ヶ鼻(ﾂﾊﾞｷｶﾞﾊﾅ) 368.5  ミリ 

 
熊本県山鹿市鹿北(ｶﾎｸ) 225.5  ミリ 神奈川県山北町丹沢湖(ﾀﾝｻﾞﾜｺ) 190.5  ミリ 

 
山口県下関市下関(ｼﾓﾉｾｷ) 174.0  ミリ 佐賀県佐賀市川副(ｶﾜｿｴ) 137.0  ミリ 

 
静岡県葵区井川(ｲｶﾜ) 122.5  ミリ 

   
 

（１０）7月 15日～7月 23日：全国（大雨、暴風）＜梅雨前線＞ 

7 月 15 日から 17 日にかけて、梅雨前線が対馬海峡から東北地方に停滞した。沖縄・奄美地方、九州地

方、近畿地方、北陸地方、東海地方、東北地方を中心に大雨となった。また、17日には栃木県でダウンバ

ーストが発生した。このため、長野県で死者 1名となったほか、住家被害、土砂災害、電力障害が発生し

た。（被害の状況は気象庁調べ） 

7 月 18 日から 23 日にかけて、日本付近はオホーツク海高気圧と太平洋高気圧に挟まれた気圧の鞍部と

なり、西から暖かく湿った空気が流入した。九州地方、四国地方、近畿地方、北陸地方の多いところで日

雨量が 100ミリを超える大雨となった。 

 

[主な日降水量] 
     

7月 15日 岐阜県下呂市萩原(ﾊｷﾞﾜﾗ) 200.0  ミリ 新潟県佐渡市秋津(ｱｷﾂ) 149.5  ミリ 

 
京都府中京区京都(ｷｮｳﾄ) 117.5  ミリ 

   
7月 16日 秋田県藤里町藤里(ﾌｼﾞｻﾄ) 160.0  ミリ 青森県深浦町深浦(ﾌｶｳﾗ) 153.5  ミリ 

 
大分県日田市日田(ﾋﾀ) 119.5  ミリ 岩手県雫石町葛根田(ｶｯｺﾝﾀﾞ) 112.5  ミリ 

7月 17日 鹿児島県和泊町沖永良部(ｵｷﾉｴﾗﾌﾞ) 117.0  ミリ 沖縄県北大東村北大東(ｷﾀﾀﾞｲﾄｳ) 107.0  ミリ 

7月 18日 宮崎県日之影町日之影(ﾋﾉｶｹﾞ) 140.0  ミリ 
   

7月 19日 鹿児島県鹿児島市鹿児島(ｶｺﾞｼﾏ) 134.5  ミリ 長崎県新上五島町有川(ｱﾘｶﾜ) 103.0  ミリ 

7月 20日 福岡県朝倉市朝倉(ｱｻｸﾗ) 136.0  ミリ 和歌山県古座川町西川(ﾆｼｶﾜ) 133.0  ミリ 

 
兵庫県宍粟市一宮(ｲﾁﾉﾐﾔ) 130.0  ミリ 鹿児島県出水市出水(ｲｽﾞﾐ) 125.5  ミリ 

 
佐賀県鳥栖市鳥栖(ﾄｽ) 124.0  ミリ 熊本県上天草市松島(ﾏﾂｼﾏ) 103.5  ミリ 

7月 21日 石川県加賀市栢野(ｶﾔﾉ) 137.0  ミリ 福井県福井市美山(ﾐﾔﾏ) 122.5  ミリ 

 
徳島県海陽町海陽(ｶｲﾖｳ) 116.5  ミリ 富山県高岡市伏木(ﾌｼｷ) 103.0  ミリ 

7月 22日 徳島県海陽町海陽(ｶｲﾖｳ) 209.5  ミリ 宮崎県都城市都城(ﾐﾔｺﾉｼﾞｮｳ) 108.0  ミリ 

7月 23日 熊本県山江村山江(ﾔﾏｴ) 60.5  ミリ 徳島県美波町日和佐(ﾋﾜｻ) 53.0  ミリ 

 

（１１）7月 29日～8月 3日：沖縄・奄美から西日本（大雨、暴風）＜台風第９号、台風第１０号＞ 

7 月 28 日 09 時にフィリピンの東海上で発生した台風第 9 号は 8 月 1 日 15 時に沖縄の南海上で勢力が最大と

なった。台風第 9 号は台湾付近で反時計回りに円を描くように進んだ後、速度を上げながら北西へ進んで 3 日 09

時前に中国の東海岸に上陸し、同日 15 時に熱帯低気圧へ変わった。 
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7 月 28 日 21 時に南鳥島の西海上で発生した台風第 10 号は南西へ進んだ後西北西へ進み、8 月 1 日 15 時

過ぎ、鹿児島県屋久島付近を通過した。その後北西へ進んだ台風第 10 号は、2 日 15 時に黄海で勢力が最大と

なった。台風第 10 号は、山東半島付近に上陸した後、北北東へ進み、3 日 21 時にボッ海で熱帯低気圧に変わっ

た。 

これらの台風の影響で、交通障害や電力障害などが発生した。（被害の状況は気象庁調べ） 

[主な日降水量] 
    

8月 1日 沖縄県与那国町与那国島(ﾖﾅｸﾞﾆｼﾞﾏ) 182.5  ミリ 
  

[主な最大風速] 
    

8月 1日 沖縄県与那国町与那国島(ﾖﾅｸﾞﾆｼﾞﾏ) 32.1  メートル 東南東 [23:25] 

 
鹿児島県中種子町中種子(ﾅｶﾀﾈ) 24.2  メートル 東南東 [14:20] 

8月 2日 沖縄県与那国町与那国島(ﾖﾅｸﾞﾆｼﾞﾏ) 31.9  メートル 東南東 [00:08] 

 

（１２）8月 3日～8月 8日：沖縄・奄美（大雨、暴風）＜台風第１１号＞ 

8月 3日 09時に硫黄島の南海上で発生した台風第 11号は、西北西へ進んだ後、東シナ海をゆっくり西へ進み、

7 日 21時に同海上で勢力が最大となった。その後台風第 11 号は、北西に進み、同日遅くに華中に上陸した後、9

日 21 時に熱帯低気圧に変わった。 

 この台風の影響で、土砂災害や交通障害などが発生した。（被害の状況は気象庁調べ） 

[主な日降水量] 
     

8月 3日 沖縄県うるま市宮城島(ﾐﾔｷﾞｼﾞﾏ) 86.5  ミリ 
   

8月 4日 沖縄県南大東村南大東(ﾐﾅﾐﾀﾞｲﾄｳ) 81.5  ミリ 
   

8月 5日 沖縄県渡嘉敷村渡嘉敷(ﾄｶｼｷ) 181.0  ミリ 高知県馬路村魚梁瀬(ﾔﾅｾ) 118.5  ミリ 

 
宮崎県美郷町神門(ﾐｶﾄﾞ) 112.5  ミリ 鹿児島県和泊町沖永良部(ｵｷﾉｴﾗﾌﾞ) 105.0  ミリ 

8月 6日 沖縄県久米島町久米島(ｸﾒｼﾞﾏ) 269 ミリ 沖縄県多良間村仲筋(ﾅｶｽｼﾞ) 158.0 ミリ 

 
東京都八丈町八丈島(ﾊﾁｼﾞｮｳｼﾞﾏ) 137.5 ミリ 青森県平川市碇ケ関(ｲｶﾘｶﾞｾｷ) 127.0 ミリ 

 
秋田県仙北市鎧畑(ﾖﾛｲﾊﾞﾀ) 122.0 ミリ 

   
8月 7日 沖縄県宮古島市城辺(ｸﾞｽｸﾍﾞ) 67.0 ミリ 

   
8月 8日 大分県日田市日田(ﾋﾀ) 127.5  ミリ 

   
[主な最大風速] 

     
8月 3日 沖縄県与那国町与那国島(ﾖﾅｸﾞﾆｼﾞﾏ) 16.3 メートル 南 [04:01] 

 
8月 4日 鹿児島県奄美市笠利(ｶｻﾘ) 17.1 メートル 北東 [22:01] 

 
8月 5日 沖縄県那覇市安次嶺(ｱｼﾐﾈ) 19.0 メートル 南南西 [23:49] 

 

 
鹿児島県与論町与論島(ﾖﾛﾝｼﾞﾏ) 17.9 メートル 南南東 [23:42] 

 

 
沖縄県北大東村北大東(ｷﾀﾀﾞｲﾄｳ) 16.3 メートル 南 [05:54] 

 
8月 6日 沖縄県久米島町北原(ｷﾀﾊﾗ) 25.3 メートル 南 [11:08] 

 

 
新潟県西蒲区巻(ﾏｷ) 24.7 メートル 北北西 [11:48] 

 

 
沖縄県宮古島市下地(ｼﾓｼﾞ) 21.2 メートル 西南西 [12:35] 

 
8月 7日 沖縄県久米島町北原(ｷﾀﾊﾗ) 19.9 メートル 南南東 [00:38] 

 

 
沖縄県宮古島市下地(ｼﾓｼﾞ) 17.7 メートル 南西 [00:26] 

 
8月 8日 沖縄県石垣市石垣島(ｲｼｶﾞｷｼﾞﾏ) 12.8 メートル 南 [05:09] 

 

 
沖縄県久米島町北原(ｷﾀﾊﾗ) 12.7 メートル 南南東 [00:37] 

 

 
沖縄県宮古島市下地(ｼﾓｼﾞ) 12.1 メートル 南 [09:16] 
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（１３）8月 10日：北日本（大雨、暴風）＜台風第１２号＞ 

8 月 6 日 21 時にウェーク島の北西の海上で発生した台風第 12 号は、北西に進み、ゆっくり発達して、9 日 15

時に日本の東海上で勢力が最大となった。台風第 12号は、10日 15時に北海道の東海上で温帯低気圧に変わっ

た。 

[主な日降水量] 
    

 

8月 10日 北海道浦幌町浦幌(ｳﾗﾎﾛ) 98.0 ミリ 北海道釧路市二俣(ﾌﾀﾏﾀ) 72.0 ミリ 

 
北海道深川市深川(ﾌｶｶﾞﾜ) 70.0 ミリ 

  
 

[主な最大風速] 
    

 

8月 10日 北海道えりも町えりも岬(ｴﾘﾓﾐｻｷ) 14.8 メートル 北東 [00:01]  

 
北海道釧路市釧路(ｸｼﾛ) 11.1 メートル 南西 [19:55]  

 

 

（１４）8月 13日～14日：西日本（大雨）＜停滞前線＞ 

8 月 13 日から 14 日にかけて、朝鮮半島から日本海中部へのびる前線がゆっくりと南下し、本州付近に達した。

前線に向かって南から暖かく湿った空気が流れ込んだため、大気の状態が非常に不安定となり、近畿中部を中心

に大雨となり、局地的に猛烈な雨が降った。 

13 日 0 時から 14 日 24 時までに観測された最大 1 時間降水量が、大阪府枚方市枚方(ﾋﾗｶﾀ)では 91.0 ミリ、京

都府京田辺市京田辺(ｷｮｳﾀﾅﾍﾞ)では 78.0 ミリとなり、それぞれ観測史上 1 位の値を更新した。これらを含め、統計

期間が 10 年以上の観測地点のうち、最大 1時間降水量で計 3地点、最大 3 時間降水量で計 2地点が観測史上

1位の値を更新した。また、解析雨量によると、大阪府高槻市で１時間に約 110 ミリの猛烈な雨を解析し、京都府宇

治市では 3 時間に約 190 ミリの雨を解析した。 

この大雨により、河川の増水や住宅の浸水が発生し、大阪府と京都府で死者 2 名、京都府で行方不明者１名と

なったほか、がけ崩れ、交通障害などが発生した。（被害状況は、平成 24 年 8 月 17 日 19 時 30 分現在の内閣府

の情報による） 

[主な日降水量] 
     

8月 13日 京都府長岡京市長岡京(ﾅｶﾞｵｶｷｮｳ) 94.0 ミリ 大阪府茨木市茨木(ｲﾊﾞﾗｷ) 63.0 ミリ 

8月 14日 京都府京田辺市京田辺(ｷｮｳﾀﾅﾍﾞ) 143.5 ミリ 大阪府枚方市枚方(ﾋﾗｶﾀ) 125.0 ミリ 

 

 

（１５）8月 24日～30日：沖縄・奄美から西日本（大雨、暴風、高波）＜台風第１４号、台風第１５号＞ 

8 月 19 日 15 時にルソン島の東海上で発生した台風第 14 号は、北に進み、20 日 21 時に同海上で勢力が最大

となった。台風第 14 号は、次第に西に向きを変え、23 日 09 時に先島諸島の南海上で再び勢力が最大となった。

台風第 14 号は、台湾の南部を通過した後、反時計回りに円を描くように進み、28 日 21 時に先島諸島の北海上に

達した。台風第 14 号は、その後、北北東へ進み、朝鮮半島に上陸した後、30 日 21 時に温帯低気圧に変わった。 

20 日 15 時にマリアナ諸島の西海上で発生した台風第 15 号は、西北西に進み、25 日 21 時に南大東島の南海

上で、勢力が最大となった。台風第 15 号は、26 日 21 時頃に沖縄本島を通過した後、東シナ海と黄海を北北西に

進みながら、ゆっくりと勢力を弱め、28 日遅くに朝鮮半島北部に上陸した。その後、北東に進み、29 日 15 時に中

国東北区で温帯低気圧に変わった。 

これらの台風の影響で、神奈川県や和歌山県などで死者・行方不明者が 10 名となったほか、住家被害や土砂

災害、交通障害、電力障害が発生した。（被害の状況は気象庁調べ） 
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[主な日降水量] 
     

8月 25日 沖縄県南大東村南大東(ﾐﾅﾐﾀﾞｲﾄｳ) 88.0  ミリ 
   

8月 26日 鹿児島県和泊町沖永良部(ｵｷﾉｴﾗﾌﾞ) 210.5  ミリ 沖縄県東村東(ﾋｶﾞｼ) 180.0  ミリ 

 
沖縄県南大東村南大東(ﾐﾅﾐﾀﾞｲﾄｳ) 179.0  ミリ 宮崎県えびの市えびの(ｴﾋﾞﾉ) 139.0  ミリ 

8月 27日 鹿児島県伊仙町伊仙(ｲｾﾝ) 414.5  ミリ 沖縄県国頭村奥(ｵｸ) 400.0  ミリ 

 
宮崎県美郷町神門(ﾐｶﾄﾞ) 322.5  ミリ 熊本県湯前町湯前横谷(ﾕﾉﾏｴﾖｺﾀﾆ) 194.5  ミリ 

 
高知県仁淀川町鳥形山(ﾄﾘｶﾞﾀﾔﾏ) 157.0  ミリ 大分県佐伯市宇目(ｳﾒ) 104.5  ミリ 

8月 28日 高知県仁淀川町鳥形山(ﾄﾘｶﾞﾀﾔﾏ) 226.0  ミリ 徳島県那賀町木頭(ｷﾄｳ) 185.0  ミリ 

 
宮崎県日南市深瀬(ﾌｶｾ) 169.0  ミリ 愛媛県西条市成就社(ｼﾞｮｳｼﾞｭｼｬ) 127.5  ミリ 

 
大分県佐伯市宇目(ｳﾒ) 106.0  ミリ 

   
8月 29日 大分県佐伯市宇目(ｳﾒ) 127.5  ミリ 高知県香美市繁藤(ｼｹﾞﾄｳ) 123.0  ミリ 

8月 30日 石川県羽咋市羽咋(ﾊｸｲ) 58.5  ミリ 福井県福井市越廼(ｺｼﾉ) 51.0  ミリ 

[主な最大風速] 
     

8月 24日 沖縄県北大東村北大東(ｷﾀﾀﾞｲﾄｳ) 16.7 メートル 東北東 [23:05] 
 

8月 25日 沖縄県南大東村南大東(ﾐﾅﾐﾀﾞｲﾄｳ) 23.8 メートル 東北東 [20:29] 
 

8月 26日 鹿児島県和泊町沖永良部(ｵｷﾉｴﾗﾌﾞ) 30.5 メートル 東南東 [23:51] 
 

 
沖縄県うるま市宮城島(ﾐﾔｷﾞｼﾞﾏ) 27.4 メートル 西南西 [21:03] 

 

 
沖縄県南大東村南大東(ﾐﾅﾐﾀﾞｲﾄｳ) 27.2 メートル 東 [02:28] 

 
8月 27日 鹿児島県和泊町沖永良部(ｵｷﾉｴﾗﾌﾞ) 29.4 メートル 南南東 [06:01] 

 

 
沖縄県伊是名村伊是名(ｲｾﾞﾅ) 27.3 メートル 南東 [00:13] 

 
8月 28日 沖縄県竹富町西表島(ｲﾘｵﾓﾃｼﾞﾏ) 23.1 メートル 南 [18:07] 

 

 
長崎県新上五島町頭ヶ島(ｶｼﾗｶﾞｼﾏ) 22.5 メートル 南南東 [05:14] 

 
8月 29日 沖縄県宮古島市下地(ｼﾓｼﾞ) 15.4 メートル 南 [01:00] 

 
8月 30日 北海道稚内市声問(ｺｴﾄｲ) 17.6 メートル 南西 [07:44] 

 

 
北海道羽幌町焼尻(ﾔｷﾞｼﾘ) 15.3 メートル 南西 [08:20] 

 
 

 

（１６）9月 14日～19日：沖縄・奄美から東日本（大雨、暴風、竜巻）＜台風第１６号、前線＞ 

9 月 11 日 09 時にカロリン諸島近海で発生した台風第 16 号は、北西へ進みながら、急速に発達し、進路を北へ

変えた後、14 日 03 時にフィリピンの東海上で勢力が最大となった。台風第 16 号はその後も北へ進み、16 日 07

時半頃沖縄本島付近を通過し、さらに北へ進んで東シナ海へ進み、17日に朝鮮半島へ上陸した。台風第16号は

朝鮮半島を越えて日本海を進み、18日09時に沿海州で温帯低気圧に変わった。この台風から変わった低気圧に

伴う前線が北海道から日本海沿岸にのびた。 

このため、南海上から暖かく湿った空気が流れ込んだため、東日本は大気の状態が非常に不安定となり、17 日

には三重県で F0 の竜巻、18 日には静岡県で F1 の竜巻を観測した。 

 また、和歌山県や沖縄県で死者・行方不明者 2 名となったほか、住家被害や土砂災害、交通障害、電力障害が

発生した。（被害の状況は気象庁調べ） 

[主な日降水量] 
     

9月 14日 高知県室戸市佐喜浜(ｻｷﾊﾏ) 411.5  ミリ 徳島県海陽町海陽(ｶｲﾖｳ) 167.5  ミリ 

9月 15日 高知県四万十町大正(ﾀｲｼｮｳ) 141.5  ミリ 長崎県新上五島町有川(ｱﾘｶﾜ) 112.5  ミリ 

 
沖縄県座間味村慶良間(ｹﾗﾏ) 107.0  ミリ 宮崎県宮崎市宮崎(ﾐﾔｻﾞｷ) 105.5  ミリ 
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鹿児島県鹿屋市鹿屋(ｶﾉﾔ) 101.0  ミリ 

   
9月 16日 宮崎県日之影町日之影(ﾋﾉｶｹﾞ) 284.5  ミリ 大分県佐伯市宇目(ｳﾒ) 237.0  ミリ 

 
高知県いの町本川(ﾎﾝｶﾞﾜ) 203.5  ミリ 沖縄県国頭村国頭(ｸﾆｶﾞﾐ) 199.0  ミリ 

 
熊本県湯前町湯前横谷(ﾕﾉﾏｴﾖｺﾀﾆ) 198.0  ミリ 鹿児島県天城町天城(ｱﾏｷﾞ) 168.0  ミリ 

 
徳島県那賀町木頭(ｷﾄｳ) 132.5  ミリ 北海道積丹町美国(ﾋﾞｸﾆ) 108.5  ミリ 

 
愛媛県西条市成就社(ｼﾞｮｳｼﾞｭｼｬ) 102.0  ミリ 

   
9月 17日 高知県仁淀川町鳥形山(ﾄﾘｶﾞﾀﾔﾏ) 300.5  ミリ 三重県大台町宮川(ﾐﾔｶﾞﾜ) 294.0  ミリ 

 
徳島県那賀町木頭(ｷﾄｳ) 278.5  ミリ 愛媛県西条市成就社(ｼﾞｮｳｼﾞｭｼｬ) 266.5  ミリ 

 
奈良県上北山村上北山(ｶﾐｷﾀﾔﾏ) 134.0  ミリ 岐阜県関ケ原町関ケ原(ｾｷｶﾞﾊﾗ) 115.5  ミリ 

9月 18日 岐阜県関ケ原町関ケ原(ｾｷｶﾞﾊﾗ) 265.0  ミリ 三重県大台町宮川(ﾐﾔｶﾞﾜ) 253.0  ミリ 

 
奈良県上北山村上北山(ｶﾐｷﾀﾔﾏ) 230.5  ミリ 和歌山県田辺市本宮(ﾎﾝｸﾞｳ) 191.5  ミリ 

 
滋賀県米原市米原(ﾏｲﾊﾞﾗ) 188.0  ミリ 静岡県藤枝市高根山(ﾀｶﾈｻﾝ) 110.5  ミリ 

 
鳥取県岩美町岩井(ｲﾜｲ) 100.5  ミリ 

   
9月 19日 静岡県富士宮市白糸(ｼﾗｲﾄ) 138.0  ミリ 岐阜県下呂市萩原(ﾊｷﾞﾜﾗ) 111.5  ミリ 

 
北海道稚内市沼川(ﾇﾏｶﾜ) 106.0  ミリ 

   
[主な最大風速] 

     
9月 15日 沖縄県うるま市宮城島(ﾐﾔｷﾞｼﾞﾏ) 22.5  メートル 東北東 [21:48] 

 
9月 16日 鹿児島県与論町与論島(ﾖﾛﾝｼﾞﾏ) 42.1  メートル 東南東 [08:20] 

 

 
沖縄県うるま市宮城島(ﾐﾔｷﾞｼﾞﾏ) 40.5  メートル 北北東 [05:15] 

 
9月 17日 長崎県長崎市野母崎(ﾉﾓｻﾞｷ) 31.8  メートル 南東 [04:53] 

 

 
愛媛県伊方町瀬戸(ｾﾄ) 25.5  メートル 南 [08:03] 

 

 
高知県室戸市室戸岬(ﾑﾛﾄﾐｻｷ) 24.8  メートル 南 [16:26] 

 

 
和歌山県和歌山市友ケ島(ﾄﾓｶﾞｼﾏ) 21.7  メートル 南 [19:55] 

 

 
鹿児島県枕崎市枕崎(ﾏｸﾗｻﾞｷ) 21.1  メートル 南東 [00:40] 

 

 
山口県宇部市宇部(ｳﾍﾞ) 20.3  メートル 東南東 [01:59] 

 
9月 18日 和歌山県和歌山市友ケ島(ﾄﾓｶﾞｼﾏ) 17.0  メートル 南 [02:54] 

 

 
北海道稚内市宗谷岬(ｿｳﾔﾐｻｷ) 16.9  メートル 東北東 [00:31] 

 
 

 

（１７）9月 28日～10月 1日：沖縄・奄美から東日本（大雨、暴風、高波）＜台風第１７号、台風第１８

号＞ 

9 月 21 日 03 時にフィリピンの東海上で発生した台風第 17 号は、25 日 03 時に同海上で勢力が最大となった。

台風第 17 号は 28 日 09 時に石垣島の南海上で進路を北東へ変え、速度を速めながら進み、30 日 15 時頃に和

歌山県潮岬付近を通過し、17 時半頃三重県志摩半島付近を通過、そして 19 時頃に愛知県東部に上陸した。上

陸後は、台風第 17 号は勢力を急速に弱め、10 月 1 日 21 時に千島列島の東海上で温帯低気圧に変わった。 

24 日 21 時に沖ノ鳥島の東海上で発生した台風第 18 号は進路を北東へ変え、26 日 15 時に父島の南西海上

で勢力が最大となった後、北へ進み、28 日早くまで八丈島の南東海上にほとんど停滞した。その後、台風第 18 号

は再び北東へ進み、30 日 09 時に北海道の東海上で温帯低気圧に変わった。 

これらの台風により、三重県で死者 1名となったほか、住家被害や土砂災害、交通障害、電力障害が発生した。

（被害の状況は気象庁調べ） 
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[主な日降水量] 
     

9月 28日 沖縄県多良間村仲筋(ﾅｶｽｼﾞ) 471.0  ミリ 沖縄県石垣市川平(ｶﾋﾞﾗ) 371.5  ミリ 

9月 29日 鹿児島県瀬戸内町古仁屋(ｺﾆﾔ) 393.0  ミリ 沖縄県久米島町久米島(ｸﾒｼﾞﾏ) 336.0  ミリ 

 
沖縄県多良間村仲筋(ﾅｶｽｼﾞ) 105.0  ミリ 宮崎県宮崎市青島(ｱｵｼﾏ) 104.0  ミリ 

9月 30日 和歌山県田辺市本宮(ﾎﾝｸﾞｳ) 273.0  ミリ 三重県大台町宮川(ﾐﾔｶﾞﾜ) 267.5  ミリ 

 
奈良県上北山村上北山(ｶﾐｷﾀﾔﾏ) 257.0  ミリ 岐阜県大垣市上石津(ｶﾐｲｼﾂﾞ) 187.5  ミリ 

 
静岡県葵区井川(ｲｶﾜ) 183.0  ミリ 高知県室戸市室戸岬(ﾑﾛﾄﾐｻｷ) 172.5  ミリ 

 
愛知県蟹江町蟹江(ｶﾆｴ) 163.0  ミリ 滋賀県甲賀市土山(ﾂﾁﾔﾏ) 162.5  ミリ 

 
山梨県山中湖村山中(ﾔﾏﾅｶ) 160.5  ミリ 栃木県日光市奥日光(ｵｸﾆｯｺｳ) 158.0  ミリ 

 
徳島県阿南市蒲生田(ｶﾞﾓｳﾀﾞ) 154.0  ミリ 香川県東かがわ市引田(ﾋｹﾀ) 151.0  ミリ 

 
新潟県糸魚川市能生(ﾉｳ) 126.5  ミリ 福井県おおい町大飯(ｵｵｲ) 123.5  ミリ 

 
兵庫県南あわじ市南淡(ﾅﾝﾀﾞﾝ) 117.0  ミリ 神奈川県緑区相模湖(ｻｶﾞﾐｺ) 114.5  ミリ 

 

大阪府河内長野市河内長野(ｶﾜﾁﾅ

ｶﾞﾉ) 
114.0  ミリ 群馬県高崎市榛名山(ﾊﾙﾅｻﾝ) 109.5  ミリ 

 
長野県上田市鹿教湯(ｶｹﾕ) 106.0  ミリ 富山県南砺市南砺高宮(ﾅﾝﾄﾀｶﾐﾔ) 102.0  ミリ 

10月 1日 岩手県普代村普代(ﾌﾀﾞｲ) 127.0  ミリ 北海道釧路町知方学(ﾁｯﾎﾟﾏﾅｲ) 114.5  ミリ 

 
北海道様似町幌満(ﾎﾛﾏﾝ) 102.0  ミリ 

   
[主な最大風速] 

     
9月 28日 沖縄県多良間村仲筋(ﾅｶｽｼﾞ) 38.8  メートル 北北西 [23:43] 

 

 
沖縄県石垣市石垣島(ｲｼｶﾞｷｼﾞﾏ) 32.8  メートル 北北西 [21:45] 

 

 
東京都三宅村三宅島(ﾐﾔｹｼﾞﾏ) 21.3  メートル 北北東 [01:17] 

 
9月 29日 沖縄県久米島町北原(ｷﾀﾊﾗ) 43.6  メートル 北北西 [09:47] 

 

 
鹿児島県天城町天城(ｱﾏｷﾞ) 41.9  メートル 北北西 [18:11] 

 

 
沖縄県宮古島市下地(ｼﾓｼﾞ) 38.9  メートル 北北西 [02:31] 

 

 
沖縄県石垣市石垣島(ｲｼｶﾞｷｼﾞﾏ) 24.6  メートル 北北西 [00:05] 

 
9月 30日 愛知県常滑市セントレア(ｾﾝﾄﾚｱ) 25.3  メートル 北北西 [19:01] 

 

 
東京都三宅村三宅坪田(ﾐﾔｹﾂﾎﾞﾀ) 25.1  メートル 南 [17:36] 

 

 
静岡県御前崎市御前崎(ｵﾏｴｻﾞｷ) 23.4  メートル 南 [19:08] 

 

 
鹿児島県喜界町喜界島(ｷｶｲｼﾞﾏ) 23.1  メートル 北北西 [00:11] 

 

 
兵庫県中央区神戸(ｺｳﾍﾞ) 22.9  メートル 北 [14:36] 

 

 
和歌山県串本町潮岬(ｼｵﾉﾐｻｷ) 21.3  メートル 西北西 [16:20] 

 

 
神奈川県藤沢市辻堂(ﾂｼﾞﾄﾞｳ) 20.3  メートル 南南西 [21:22] 

 
10月 1日 北海道えりも町えりも岬(ｴﾘﾓﾐｻｷ) 25.9  メートル 北北東 [08:01] 

 

 
北海道釧路市釧路(ｸｼﾛ) 22.9  メートル 北東 [10:00] 

 

 
東京都江戸川区江戸川臨海(ｴﾄﾞｶﾞﾜﾘﾝｶｲ) 20.9  メートル 南南西 [00:10] 

 
 

 

（１８）10月 3日～10月 4日：東日本（大雨、暴風）＜台風第１９号＞ 

10 月 1 日 15 時にマリアナ諸島周辺で発生した台風第 19 号は、北西に進んだ後、3 日 09 時に硫黄島の近くで

勢力が最大となった後、北北東へ進行方向を変えた。その後も、台風第 19 号は、勢力を保ちながら北東へ進み、

4 日 15 時に日本の東海上で温帯低気圧に変わった。 
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[主な日降水量] 
     

10月 3日 東京都八丈町八丈島(ﾊﾁｼﾞｮｳｼﾞﾏ) 283.0  ミリ 
   

10月 4日 岩手県久慈市下戸鎖(ｼﾓﾄｸｻﾘ) 74.0  ミリ 福井県おおい町大飯(ｵｵｲ) 72.5  ミリ 

 
千葉県勝浦市勝浦(ｶﾂｳﾗ) 72.0  ミリ 

   
[主な最大風速] 

     
10月 3日 東京都八丈町八重見ヶ原(ﾔｴﾐｶﾞﾊﾗ) 21.0  メートル 東北東 [22:48] 

 
10月 4日 千葉県銚子市銚子(ﾁｮｳｼ) 20.7  メートル 北 [09:18] 

 

 
宮城県女川町江ノ島(ｴﾉｼﾏ) 20.1  メートル 北北東 [09:06] 

 

 
北海道えりも町えりも岬(ｴﾘﾓﾐｻｷ) 20.0  メートル 北東 [12:03] 

 
 

 

（１９）10月 5日：秋田県（竜巻）＜気圧の谷、上空の寒気＞ 

寒気を伴った気圧の谷が北日本を通過中で、大気の状態が不安定となっていた。秋田県では所々で雷雨となり、

にかほ市金浦付近では F0 の竜巻が発生した。 

 

 

（２０）10月 14日～10月 18日：沖縄・奄美と伊豆諸島（大雨、暴風）＜台風第２１号＞ 

 10 月 7 日 21 時にフィリピンの東海上で発生した台風第 21 号は、西へ進み、11 日 21 時に同海上で勢力が最

大となった後、北東に進路を変え、15 日に南大東島の南海上に達すると、南西に進路を急に変えた。台風第 21

号が沖縄の南海上に達すると、16 日に北に向きを変え、17 日にはさらに北東に向きを変えた。その後、速度を速

めて北東へ進み、19 日 21 時に日本の東海上で温帯低気圧に変わった。 

この台風の影響により、静岡県で死者 1 名となったほか、交通障害、電力障害が発生した。（被害の状況は気

象庁調べ） 

[主な日降水量] 
     

10月 15日 沖縄県南大東村旧東(ｷｭｳﾄｳ) 119.0  ミリ 
   

10月 16日 東京都小笠原村父島(ﾁﾁｼﾞﾏ) 93.5  ミリ 
   

10月 17日 宮崎県日向市日向(ﾋｭｳｶﾞ) 298.0  ミリ 大分県佐伯市蒲江(ｶﾏｴ) 215.0  ミリ 

 
静岡県伊豆市天城山(ｱﾏｷﾞｻﾝ) 144.5  ミリ 高知県南国市南国日章(ﾅﾝｺｸﾆｯｼｮｳ) 144.0  ミリ 

 
徳島県海陽町海陽(ｶｲﾖｳ) 137.0  ミリ 鹿児島県喜界町喜界島(ｷｶｲｼﾞﾏ) 128.0  ミリ 

 
沖縄県国頭村国頭(ｸﾆｶﾞﾐ) 126.5  ミリ 兵庫県南あわじ市南淡(ﾅﾝﾀﾞﾝ) 106.5  ミリ 

10月 18日 東京都三宅村三宅島(ﾐﾔｹｼﾞﾏ) 142.5  ミリ 鹿児島県喜界町喜界島(ｷｶｲｼﾞﾏ) 123.0  ミリ 

[主な最大風速] 
     

10月 14日 沖縄県北大東村北大東(ｷﾀﾀﾞｲﾄｳ) 15.5  メートル 北東 [23:23] 
 

10月 15日 沖縄県北大東村北大東(ｷﾀﾀﾞｲﾄｳ) 19.0  メートル 北東 [05:47] 
 

 
北海道稚内市宗谷岬(ｿｳﾔﾐｻｷ) 18.0  メートル 西 [21:25] 

 

 
鹿児島県和泊町沖永良部(ｵｷﾉｴﾗﾌﾞ) 16.7  メートル 北東 [20:33] 

 

 
北海道えりも町えりも岬(ｴﾘﾓﾐｻｷ) 16.5  メートル 西 [19:47] 

 

 
北海道増毛町増毛(ﾏｼｹ) 15.4  メートル 西南西 [19:26] 

 

 
沖縄県宮古島市下地(ｼﾓｼﾞ) 15.2  メートル 北 [14:10] 

 
10月 16日 鹿児島県和泊町沖永良部(ｵｷﾉｴﾗﾌﾞ) 15.2  メートル 北東 [00:24] 
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沖縄県宮古島市下地(ｼﾓｼﾞ) 15.2  メートル 北 [19:39] 

 
10月 17日 沖縄県那覇市安次嶺(ｱｼﾐﾈ) 23.4  メートル 北 [22:15] 

 

 
鹿児島県和泊町沖永良部(ｵｷﾉｴﾗﾌﾞ) 22.7  メートル 北 [23:35] 

 

 
沖縄県宮古島市下地(ｼﾓｼﾞ) 22.1  メートル 北 [17:23] 

 

 
沖縄県北大東村北大東(ｷﾀﾀﾞｲﾄｳ) 20.9  メートル 南東 [23:00] 

 
10月 18日 沖縄県那覇市安次嶺(ｱｼﾐﾈ) 22.6  メートル 北北西 [00:15] 

 

 
鹿児島県和泊町沖永良部(ｵｷﾉｴﾗﾌﾞ) 22.1  メートル 北北西 [03:20] 

 

 
沖縄県南大東村南大東(ﾐﾅﾐﾀﾞｲﾄｳ) 20.3  メートル 南南東 [01:51] 

 

 
東京都三宅村三宅島(ﾐﾔｹｼﾞﾏ) 20.1  メートル 北北東 [23:45] 

 
 

 

（２１）10月 15日～10月 17日：伊豆諸島（大雨、暴風）＜台風第２２号＞ 

10月 14日 15時に北マリアナ諸島の西海上で発生した台風第 22号は、北西へ進み、15日 09時に同海上

で勢力が最大となった。台風第 22号は、その後北へ進み、さらに東北東へ進路を変えた後、19日 09時に

日本のはるか東海上で熱帯低気圧に変わった。 

[主な日降水量] 
    

10月 16日 東京都小笠原村父島(ﾁﾁｼﾞﾏ) 93.5 ミリ 
  

10月 18日 東京都三宅村三宅島(ﾐﾔｹｼﾞﾏ) 142.5 ミリ 
  

[主な最大風速] 
    

10月 17日 東京都大島町大島北ノ山(ｵｵｼﾏｷﾀﾉﾔﾏ) 16.7 メートル 南南西 [23:07] 

10月 18日 東京都三宅村三宅島(ﾐﾔｹｼﾞﾏ) 20.1 メートル 北北東 [23:45] 

 

 

（２２）10月 25日：北海道（突風）＜低気圧＞ 

 10月25日は、低気圧が沿海州から北海道へ進んだ影響で、北海道で突風が発生した。この突風により、北海道

で住家被害が発生した。（被害の状況は気象庁調べ） 

 

（２３）11月 13日：熊本県（突風）＜低気圧、寒気の移流＞ 

１１月１３日は、九州付近は強い寒気を伴った気圧の谷が通過中で、大気の状態が非常に不安定となり、発達し

た積乱雲が発生し 13 日昼前から昼過ぎにかけて熊本県を通過した。このため、熊本県で突風が発生した。この突

風により、熊本県で負傷者 1 名が発生した。（被害の状況は気象庁調べ） 

 

（２４）11月 27日：北海道（暴風、その他）＜低気圧、寒気の移流＞ 

11月27日は、日本海北部の低気圧が北海道を通って千島近海に達した。低気圧通過後には、湿った雪を伴っ

て非常に強い西よりの風が吹いた。このため、北海道では登別市にある送電線の鉄塔が倒壊し、胆振・日高地方

を中心に約 5 万 6 千戸が停電となった。（被害の状況は気象庁調べ） 

 

[主な最大風速] 
    

11月27日 北海道えりも町えりも岬(ｴﾘﾓﾐｻｷ) 32.9  メートル 西 [09:49] 

 
北海道室蘭市室蘭(ﾑﾛﾗﾝ) 29.9  メートル 西 [06:44] 

 
北海道浦河町浦河(ｳﾗｶﾜ) 29.0  メートル 西 [08:52] 
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北海道奥尻町米岡(ﾖﾈｵｶ) 28.0  メートル 西北西 [03:14] 

 
北海道奥尻町奥尻(ｵｸｼﾘ) 26.5  メートル 西 [03:34] 

 
北海道せたな町せたな(ｾﾀﾅ) 22.6  メートル 西 [04:18] 

 
北海道江差町江差(ｴｻｼ) 21.9  メートル 西北西 [05:22] 

 

 

（２５）12月 8日から 10日：北陸から東北地方（大雪）＜冬型＞ 

 日本海中部の低気圧が釧路沖へ進んだ後、冬型の気圧配置となり、山陰から東北地方にかけての日本海側、

および北海道で雪や雨が降り、北陸から東北地方にかけての一部で大雪となった。 

 この大雪の影響で、長野県と岩手県で死者 3 名となったほか、住家被害、交通障害、電力障害が発生した。（被

害の状況は気象庁調べ） 

 

[主な日降雪量] 
     

12月 8日 北海道本別町本別(ﾎﾝﾍﾞﾂ) 47 センチ 秋田県湯沢市湯の岱(ﾕﾉﾀｲ) 40 センチ 

 
北海道白糠町白糠(ｼﾗﾇｶ) 33 センチ 岩手県一関市祭畤(ﾏﾂﾙﾍﾞ) 33 センチ 

 
北海道新篠津村新篠津(ｼﾝｼﾉﾂ) 32 センチ 宮城県栗原市駒ノ湯(ｺﾏﾉﾕ) 32 センチ 

 
岐阜県郡上市長滝(ﾅｶﾞﾀｷ) 32 センチ 福井県大野市九頭竜(ｸｽﾞﾘｭｳ) 32 センチ 

12月 9日 北海道西興部村西興部(ﾆｼｵｺｯﾍﾟ) 88 センチ 福島県只見町只見(ﾀﾀﾞﾐ) 80 センチ 

 
北海道上川町上川(ｶﾐｶﾜ) 78 センチ 新潟県魚沼市入広瀬(ｲﾘﾋﾛｾ) 72 センチ 

 
北海道枝幸町歌登(ｳﾀﾉﾎﾞﾘ) 68 センチ 岐阜県郡上市長滝(ﾅｶﾞﾀｷ) 62 センチ 

 
山形県大蔵村肘折(ﾋｼﾞｵﾘ) 56 センチ 群馬県みなかみ町藤原(ﾌｼﾞﾜﾗ) 54 センチ 

 
福井県大野市九頭竜(ｸｽﾞﾘｭｳ) 51 センチ 北海道羽幌町羽幌(ﾊﾎﾞﾛ) 50 センチ 

12月 10日 福島県檜枝岐村桧枝岐(ﾋﾉｴﾏﾀ) 68 センチ 群馬県みなかみ町藤原(ﾌｼﾞﾜﾗ) 58 センチ 

 



■平成２４年に発生した主な竜巻等の突風

発生日時 現象区別 発生場所 主な被害状況
藤田

スケール
気象状況

5月6日
12時30分頃

竜巻 茨城県　筑西市 負傷者３名、住家半壊１棟 F1
気圧の谷、
寒気の移流

5月6日
 12時35分頃

竜巻 茨城県　常総市
死者１名、負傷者３７名、
住家全壊７６棟、住家半壊１
５８棟

F3
気圧の谷、
寒気の移流

5月6日
 12時40分頃

竜巻 栃木県　真岡市
負傷者１２名、住家全壊１３
棟、住家半壊３５棟

F1～F2
気圧の谷、
寒気の移流

7月5日
 17時頃

竜巻 青森県　弘前市 負傷者１名、住家半壊５棟 F1 寒気の移流

7月17日
16時30分頃

ダウンバースト 栃木県　栃木市 負傷者１名 F0 暖気の移流

8月6日
11時30分頃

ガストフロント 新潟県　新潟市 負傷者５名、住家半壊１棟 F1
気圧の谷、
寒気の移流

8月6日
15時30分頃

ガストフロント 愛知県　春日井市 負傷者２名 F0
気圧の谷、
寒気の移流

9月17日
14時過ぎ

竜巻 三重県　鈴鹿市 負傷者１名 F1 暖気の移流

9月18日
19時頃

竜巻 静岡県　磐田市 負傷者１名 F1 暖気の移流

10月5日
8時15分頃

竜巻 秋田県　にかほ市 負傷者１名 F0
気圧の谷、
寒気の移流

10月25日
18時10分頃

その他
(不明を含む)

北海道
　二海郡八雲町

住家半壊２棟 F0
日本海低気圧、
寒気の移流

11月23日
12時20分頃

その他
(不明を含む)

熊本県
　上益城郡益城町

負傷者１名 F0 寒気の移流

※被害（死者、負傷者、住家全壊、住家半壊）が発生したもの

詳しくは、気象庁ホームページに「竜巻等の突風データベース」を掲載していますのでご参照ください。
（http://www.data.jma.go.jp/obd/stats/data/bosai/tornado/index.html)
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災害番号（２） 

天気図等 

 

 

 

 

 

 

 

期間最大風速の状況［期間：４月３日～４月５日９時］ 

 

天気図 衛星画像(赤外) 

4月3日15時 4月3日15時 

和歌山県和歌山市 
友ケ島（ﾄﾓｶﾞｼﾏ） 
南南東 32.2m/s 

東京都大田区 
羽田（ﾊﾈﾀﾞ） 
南 27.2m/s 

秋田県秋田市 
秋田（ｱｷﾀ） 

西南西 28.9m/s 

新潟県佐渡市 
両津（ﾘｮｳﾂ） 

西南西 32.1m/s 

高知県室戸市 
室戸岬(ﾑﾛﾄﾐｻｷ) 
西南西 30.6m/s 
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災害番号（９） 

天気図等 

 

 

 

 

 

 

 

総降水量分布図［期間：７月１１日～７月１４日］ 

 

 

 

天気図 衛星画像(赤外) 

7月12日09時 7月12日09時 

mm 

熊本県阿蘇市 

阿蘇乙姫 816.5mm 

大分県竹田市 

竹田 402.0mm 

福岡県八女市 

黒木 649.0mm 

大分県日田市 

日田 462.0mm 
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災害番号（１４） 

天気図等 

 

 

 

 

 

 

 

総降水量分布図（解析雨量による［期間：８月１３日～８月１４日］ 

 

 

 

 

天気図 衛星画像(赤外) 

8月14日09時 8月14日09時 

 

※解析雨量とは、気象レーダーと、アメダス等の雨量計を組み合わせて、雨

量分布を 1km 四方の細かさで解析したもの。 

単位：mm
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災害番号（１６） 

天気図等 

 

 

 

 

 

 

 

総降水量分布図［期間：９月１５日～９月１９日］ 

 
 
 
 

 

 

天気図 衛星画像(赤外) 

9月17日09時 9月17日09時 
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■激甚災害(本激：地域を特定せず、災害そのものを指定) 

期間 災害原因 気象要因 

6/8～7/23 豪雨、暴風雨 梅雨前線、台風第４号 

※本激は農地等 

 

■局地激甚災害(局激：市町村単位で災害を指定) 

期間 
災害 

原因 
気象要因 

対象地区 

都道府県 市町村 

平成 23年 

12/15 

平成 24年 

～ 3/31 

低温 冬型 

青森県 三戸町 

岩手県 八幡平市、葛巻町、岩泉町、一戸町 

宮城県 蔵王町、七ヶ宿町、丸森町 

山形県 金山町、真室川町、大蔵村、鮭川村 

福島県 会津美里町 

8/13～8/14 豪雨 前線 
京都府 宇治市、宇治田原町 

奈良県 生駒市 

8/24～8/29 暴風雨 台風第15号 

鹿児島県 
大和村、宇検村、奄美市、瀬戸内町、徳之島

町 

沖縄県 国頭村、大宜味村、伊平屋村 

高知県 仁淀川町 

9/14～9/19 
暴風雨、

豪雨 
台風第16号 

岐阜県 大垣市、揖斐川町 

高知県 室戸市、仁淀川町、檮原町 

9/28～10/1 暴風雨 台風第17号 

鹿児島県 大和村、和泊町、宇検村、瀬戸内町、奄美市 

山梨県 身延町 

奈良県 山添村、野迫川村 

和歌山県 白浜町 

※本激は農地等、局激は公共土木、中小企業 

(注)激甚災害および局地激甚災害は「激甚災害に対処するための特別の財政援助等に関する法律」に基づき指定された政令

により公布される。 

資料 1-2-1 平成 24年（2012年）激甚災害指定状況一覧表（地すべり、地震、火山を除く） 

＜内閣府作成資料等から引用＞ 
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（参考）激甚災害について  

＜内閣府ＨＰ、激甚災害制度の手引き(災害対策制度研究会/編著)から引用＞ 

 

 

１ 激甚災害制度の概要 

 激甚災害制度は、「激甚災害に対処するための特別の財政援助等に関する法律」に基づき、国民経済

に著しい影響を及ぼす災害に対して、「地方財政の負担の緩和」、「被災者に対する特別の助成」を行うこ

とが特に必要であると認められる場合に、その災害を激甚災害として政令で指定し、あわせてその災害

に対して適用すべき特例措置を指定するものです。 

その結果、一般の災害復旧事業補助・災害復旧貸付等の支援措置に加えて、激甚災害法に基づき、公

共土木施設、公立学校、公営住宅、農地等の災害復旧事業等の財政援助等の様々な特例措置が適用され

ることとなります。 

激甚災害法により、激甚災害を指定する政令の制定にあたっては、あらかじめ中央防災会議の意見を

聴くこととされており、中央防災会議では、その指定基準として、現在、激甚災害指定基準(本激)と局

地激甚災害指定基準(局激)の２つを決定しています。 

 
 
 

２ 本激と局激の違い局地激甚災害について 

激甚災害指定基準（本激）では、全国を単位として積み上げられた被害額を基準としているため、激

甚災害制度の創設(昭和37年)当初は、ある特定地域に激甚な被害を及ぼした災害であっても、全国レベ

ルで見ればさほどの被害とはならず、指定基準を越えられない（激甚災害として指定されない）という

状況が生じていました。 

そこで、市町村単位の被害額を基準とする局地激甚災害指定基準を昭和43年に創設し、限られた地域

内で多大な被害を被った地域に対して各種の特例措置が適用されることとしました。 

激甚災害指定基準による指定、いわゆる「本激」が地域を特定せず、災害そのものを指定するのに対

し、局地激甚災害指定基準による指定、いわゆる「局激」は市町村単位で災害を指定します。ただし、

激甚災害に指定されても、被害を受けた地方公共団体等のすべてが特例措置を受けられるわけではなく、

被害の大きさが一定規模以上の地方公共団体等に限って特例措置が適用されます。 
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（参考）激甚災害について  

＜内閣府ＨＰ、激甚災害制度の手引き(災害対策制度研究会/編著)から引用＞ 

 

 

１ 激甚災害制度の概要 

 激甚災害制度は、「激甚災害に対処するための特別の財政援助等に関する法律」に基づき、国民経済

に著しい影響を及ぼす災害に対して、「地方財政の負担の緩和」、「被災者に対する特別の助成」を行うこ

とが特に必要であると認められる場合に、その災害を激甚災害として政令で指定し、あわせてその災害

に対して適用すべき特例措置を指定するものです。 

その結果、一般の災害復旧事業補助・災害復旧貸付等の支援措置に加えて、激甚災害法に基づき、公

共土木施設、公立学校、公営住宅、農地等の災害復旧事業等の財政援助等の様々な特例措置が適用され

ることとなります。 

激甚災害法により、激甚災害を指定する政令の制定にあたっては、あらかじめ中央防災会議の意見を

聴くこととされており、中央防災会議では、その指定基準として、現在、激甚災害指定基準(本激)と局

地激甚災害指定基準(局激)の２つを決定しています。 

 
 
 

２ 本激と局激の違い局地激甚災害について 

激甚災害指定基準（本激）では、全国を単位として積み上げられた被害額を基準としているため、激

甚災害制度の創設(昭和37年)当初は、ある特定地域に激甚な被害を及ぼした災害であっても、全国レベ

ルで見ればさほどの被害とはならず、指定基準を越えられない（激甚災害として指定されない）という

状況が生じていました。 

そこで、市町村単位の被害額を基準とする局地激甚災害指定基準を昭和43年に創設し、限られた地域

内で多大な被害を被った地域に対して各種の特例措置が適用されることとしました。 

激甚災害指定基準による指定、いわゆる「本激」が地域を特定せず、災害そのものを指定するのに対

し、局地激甚災害指定基準による指定、いわゆる「局激」は市町村単位で災害を指定します。ただし、

激甚災害に指定されても、被害を受けた地方公共団体等のすべてが特例措置を受けられるわけではなく、

被害の大きさが一定規模以上の地方公共団体等に限って特例措置が適用されます。 
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2  平成 24 年(2012 年)台風の概要 

2-1  平成 24 年(2012 年)に発生した台風 

台風の発生数は 25 個（平年値 25.6 個）で平年並でしたが、日本への接近数は 1951 年以降で 4

番目に多い 17 個でした（表 2.1）。接近した台風のうち第 15 号、第 16 号、第 17 号は、3 個連続して

非常に強い勢力を保ったまま沖縄本島周辺を通過しました。 

 

表2.1 平成24年(2012年)の台風発生数、日本への上陸数＊１、日本への接近数＊２と

平年値及び平成23年(2011年)との比較 

項目  月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 年間 

平年値 

発生数 0.3 0.1 0.3 0.6 1.1 1.7 3.6 5.9 4.8 3.6 2.3 1.2 25.6

接近数      0.2 0.6 0.8 2.1 3.4 2.9 1.5 0.6 0.1 11.4

上陸数       0.0 0.2 0.5 0.9 0.8 0.2 0.0   2.7

平成 23 年 

(2011 年) 

発生数   2 3 4 3 7 1  1 21

上陸数   1 2    3

接近数   2 1 1 2 4    9

平成 24 年 

(2012 年) 

発生数  1 1 4 4 5 3 5 1 1 25

上陸数   1 1    2

接近数   1 3 3 6 3 4   17

 

 (注)・平年値は、昭和 56 年(1981 年)～平成 22 年(2010 年)の 30 年平均。 

・日本への接近は 2 か月にまたがる場合があり、各月の接近数の合計と年間の接近数とは

必ずしも一致しない。 

 

 

 

 

上陸＊１ 台風の中心が北海道、本州、四国、九州の海岸線に達した場合を「上陸」という。小さ

い島や半島を横切って短時間で再び海に出る場合は「通過」とする。 

接近＊２ 台風の中心が、日本から概ね 300km 以内に入った場合を「接近」という。 



資料2-1-1 台風発生数一覧表
年＼月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 年間

1951 S.26 0 1 1 2 1 1 3 3 2 4 1 2 21 (-)
52 27 0 0 0 0 0 3 3 5 3 6 3 4 27 (0)
53 28 0 1 0 0 1 2 1 6 3 5 3 1 23 (-)
54 29 0 0 1 0 1 0 1 5 5 4 3 1 21 (-)
55 30 1 1 1 1 0 2 7 6 4 3 1 1 28 (0)
56 31 0 0 1 2 0 1 2 5 6 1 4 1 23 (-)
57 32 2 0 0 1 1 1 1 4 5 4 3 0 22 (-)
58 33 1 0 0 1 1 4 7 5 5 3 2 2 31 (+)
59 34 0 1 1 1 0 0 2 5 5 4 2 2 23 (-)
60 35 0 0 0 1 1 3 3 10 3 4 1 1 27 (0)

1961 36 1 0 1 0 2 3 4 6 6 4 1 1 29 (+)
62 37 0 1 0 1 2 0 5 8 4 5 3 1 30 (+)
63 38 0 0 0 1 0 4 4 3 5 4 0 3 24 (0)
64 39 0 0 0 0 2 2 7 5 6 5 6 1 34 (+)
65 40 2 1 1 1 2 3 5 5 8 2 2 0 32 (+)
66 41 0 0 0 1 2 1 4 10 9 4 3 1 35 (+)
67 42 0 1 2 1 1 1 7 9 9 4 3 1 39 (+)
68 43 0 0 0 1 1 1 3 8 3 5 5 0 27 (0)
69 44 1 0 1 1 0 0 3 4 3 3 2 1 19 (-)
70 45 0 1 0 0 0 2 3 6 5 5 4 0 26 (0)

1971 46 1 0 1 3 4 2 8 5 6 4 2 0 36 (+)
72 47 1 0 0 0 1 3 6 5 5 5 3 2 31 (+)
73 48 0 0 0 0 0 0 7 5 2 4 3 0 21 (-)
74 49 1 0 1 1 1 4 4 5 5 4 4 2 32 (+)
75 50 1 0 0 0 0 0 2 4 5 5 3 1 21 (-)
76 51 1 1 0 2 2 2 4 4 5 1 1 2 25 (0)
77 52 0 0 1 0 0 1 3 3 5 5 1 2 21 (-)
78 53 1 0 0 1 0 3 4 8 5 4 4 0 30 (+)
79 54 1 0 1 1 2 0 4 2 6 3 2 2 24 (0)
80 55 0 0 0 1 4 1 4 2 6 4 1 1 24 (0)

1981 56 0 0 1 2 0 3 4 8 4 2 3 2 29 (+)
82 57 0 0 3 0 1 3 3 5 5 3 1 1 25 (0)
83 58 0 0 0 0 0 1 3 5 2 5 5 2 23 (-)
84 59 0 0 0 0 0 2 5 5 4 7 3 1 27 (0)
85 60 2 0 0 0 1 3 1 8 5 4 1 2 27 (0)
86 61 0 1 0 1 2 2 3 5 3 5 4 3 29 (+)
87 62 1 0 0 1 0 2 4 4 6 2 2 1 23 (-)
88 63 1 0 0 0 1 3 2 8 8 5 2 1 31 (+)
89 H. 1 1 0 0 1 2 2 7 5 6 4 3 1 32 (+)
90 2 1 0 0 1 1 3 4 6 4 4 4 1 29 (+)

1991 3 0 0 2 1 1 1 4 5 6 3 6 0 29 (+)
92 4 1 1 0 0 0 2 4 8 5 7 3 0 31 (+)
93 5 0 0 1 0 0 1 4 7 5 5 2 3 28 (0)
94 6 0 0 0 1 1 2 7 9 8 6 0 2 36 (+)
95 7 0 0 0 1 0 1 2 6 5 6 1 1 23 (-)
96 8 0 1 0 1 2 0 5 6 6 2 2 1 26 (0)
97 9 0 0 0 2 3 3 4 6 4 3 2 1 28 (0)
98 10 0 0 0 0 0 0 1 3 5 2 3 2 16 (-)
99 11 0 0 0 2 0 1 4 6 6 2 1 0 22 (-)

2000 12 0 0 0 0 2 0 5 6 5 2 2 1 23 (-)
01 13 0 0 0 0 1 2 5 6 5 3 1 3 26 (0)
02 14 1 1 0 0 1 3 5 6 4 2 2 1 26 (0)
03 15 1 0 0 1 2 2 2 5 3 3 2 0 21 (-)
04 16 0 0 0 1 2 5 2 8 3 3 3 2 29 (+)
05 17 1 0 1 1 1 0 5 5 5 2 2 0 23 (-)
06 18 0 0 0 0 1 1 3 7 3 4 2 2 23 (-)
07 19 0 0 0 1 1 0 3 4 5 6 4 0 24 (0)
08 20 0 0 0 1 4 1 2 4 4 2 3 1 22 (-)
09 21 0 0 0 0 2 2 2 5 7 3 1 0 22 (-)

2010 22 0 0 1 0 0 0 2 5 4 2 0 0 14 (-)
11 23 0 0 0 0 2 3 4 3 7 1 0 1 21 (-)
12 24 0 0 1 0 1 4 4 5 3 5 1 1 25 (0)

平年値 0.3 0.1 0.3 0.6 1.1 1.7 3.6 5.9 4.8 3.6 2.3 1.2 25.6
1981-2010

台風の発生月：熱帯低気圧が台風(風速およそ17m/s以上)となった月とする。
合計の(-)は24個未満、(0)は24個以上29個未満、(+)は29個以上を示す。
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資料2-1-2 日本への台風上陸数一覧表
年＼月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 年間

1951 S.26 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 2
52 27 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 3
53 28 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 2
54 29 0 0 0 0 0 0 0 1 4 0 0 0 5
55 30 0 0 0 0 0 0 1 0 1 2 0 0 4
56 31 0 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 3
57 32 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1
58 33 0 0 0 0 0 0 1 1 2 0 0 0 4
59 34 0 0 0 0 0 0 0 2 1 1 0 0 4
60 35 0 0 0 0 0 0 0 3 1 0 0 0 4

1961 36 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 3
62 37 0 0 0 0 0 0 1 4 0 0 0 0 5
63 38 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 2
64 39 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 2
65 40 0 0 0 0 1 0 0 2 2 0 0 0 5
66 41 0 0 0 0 0 0 0 2 3 0 0 0 5
67 42 0 0 0 0 0 0 0 2 0 1 0 0 3
68 43 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 3
69 44 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 2
70 45 0 0 0 0 0 0 1 2 0 0 0 0 3

1971 46 0 0 0 0 0 0 1 2 1 0 0 0 4
72 47 0 0 0 0 0 0 2 0 1 0 0 0 3
73 48 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1
74 49 0 0 0 0 0 0 0 1 2 0 0 0 3
75 50 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 2
76 51 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 2
77 52 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1
78 53 0 0 0 0 0 1 0 2 1 0 0 0 4
79 54 0 0 0 0 0 0 0 0 2 1 0 0 3
80 55 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1

1981 56 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 3
82 57 0 0 0 0 0 0 0 2 2 0 0 0 4
83 58 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 2
84 59 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
85 60 0 0 0 0 0 0 1 2 0 0 0 0 3
86 61 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
87 62 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1
88 63 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 2
89 H. 1 0 0 0 0 0 1 1 2 1 0 0 0 5
90 2 0 0 0 0 0 0 0 2 2 1 1 0 6

1991 3 0 0 0 0 0 0 0 1 2 0 0 0 3
92 4 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 3
93 5 0 0 0 0 0 0 3 1 2 0 0 0 6
94 6 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 3
95 7 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1
96 8 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 2
97 9 0 0 0 0 0 2 1 0 1 0 0 0 4
98 10 0 0 0 0 0 0 0 0 3 1 0 0 4
99 11 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 2

2000 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
2001 13 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 2

02 14 0 0 0 0 0 0 2 0 0 1 0 0 3
03 15 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 2
04 16 0 0 0 0 0 2 1 3 2 2 0 0 10
05 17 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 3
06 18 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 2
07 19 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 3
08 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
09 21 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1

2010 22 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 2
11 23 0 0 0 0 0 0 1 0 2 0 0 0 3
12 24 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 2

平年値 - - - - 0.0 0.2 0.5 0.9 0.8 0.2 0.0 -  2.7
1981-2010
台風の日本への上陸：台風の中心が北海道・本州・四国・九州の海岸線に達した場合をいう。
小さい島や半島を横切って短時間で再び海に出る場合は通過とする。
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資料2-1-3 日本への台風接近数一覧表
年＼月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 年間

1951 S.26 0 0 0 0 1 1 3 1 1 2 0 0 8
52 27 0 0 0 0 0 1 2 3 2 2 3 0 12
53 28 0 0 0 0 0 1 2 4 1 3 0 0 10
54 29 0 0 0 0 0 0 1 3 4 1 1 0 10
55 30 0 0 0 1 0 0 7 3 1 4 0 1 16
56 31 0 0 0 1 0 0 1 3 6 0 0 0 10
57 32 0 0 0 0 0 1 0 3 3 2 2 0 10
58 33 0 0 0 0 0 4 5 2 3 0 1 0 15
59 34 0 0 0 1 0 0 1 3 3 3 2 0 13
60 35 0 0 0 0 0 3 2 11 1 2 0 1 19

1961 36 0 0 0 0 1 2 2 4 4 3 0 0 15
62 37 0 0 0 0 1 0 4 6 2 1 1 0 14
63 38 0 0 0 0 0 3 2 2 2 3 0 0 12
64 39 0 0 0 0 0 0 3 3 1 1 0 0 8
65 40 0 0 0 0 1 3 1 4 4 1 1 0 15
66 41 0 0 0 0 2 2 1 7 8 1 0 0 19
67 42 0 0 0 1 0 0 3 4 3 2 1 0 13
68 43 0 0 0 0 0 1 2 2 4 1 0 0 10
69 44 0 0 0 0 0 0 0 3 1 2 2 0 8
70 45 0 0 0 0 0 0 2 4 3 0 0 0 9

1971 46 0 0 0 1 1 0 2 3 5 1 1 0 13
72 47 0 0 0 0 0 0 3 3 2 3 0 0 11
73 48 0 0 0 0 0 0 3 1 0 0 0 0 4
74 49 0 0 0 0 0 1 3 4 3 0 0 0 10
75 50 0 0 0 0 0 0 1 4 1 2 2 0 9
76 51 0 0 0 1 2 2 5 2 1 0 2 0 13
77 52 0 0 0 0 0 0 1 4 2 0 0 0 6
78 53 0 0 0 0 0 2 3 6 3 1 1 0 14
79 54 0 0 0 0 1 0 0 2 2 3 0 0 7
80 55 0 0 0 0 1 0 0 2 3 2 1 0 9

1981 56 0 0 0 0 0 2 3 3 2 2 1 0 11
82 57 0 0 0 0 1 2 3 4 3 1 0 0 13
83 58 0 0 0 0 0 0 0 4 1 1 1 0 7
84 59 0 0 0 0 0 1 2 2 1 1 1 1 9
85 60 0 0 0 0 1 1 2 7 2 2 0 0 12
86 61 0 0 0 0 1 1 2 3 3 1 1 0 12
87 62 0 0 0 0 0 1 5 2 1 2 0 0 10
88 63 0 0 0 0 0 2 1 4 4 2 0 0 13
89 H. 1 0 0 0 0 0 1 3 4 3 1 0 0 11
90 2 0 0 0 0 1 1 1 5 3 1 1 1 14

1991 3 0 0 0 0 1 0 1 4 5 2 1 0 14
92 4 0 0 0 0 0 1 1 5 3 2 3 0 14
93 5 0 0 0 0 0 0 3 2 2 2 0 0 9
94 6 0 0 0 0 1 0 4 6 3 2 2 0 15
95 7 0 0 0 0 0 0 1 1 3 0 0 0 5
96 8 0 0 0 0 2 0 3 2 3 1 1 0 10
97 9 0 0 0 1 1 3 1 3 3 2 1 0 15
98 10 0 0 0 0 0 0 0 2 5 1 0 0 8
99 11 0 0 0 1 0 0 3 4 3 0 1 0 11

2000 12 0 0 0 0 2 0 4 4 3 1 1 0 15
01 13 0 0 0 0 1 0 2 2 4 2 0 0 11
02 14 0 0 0 0 0 1 6 2 3 1 1 0 13
03 15 0 0 0 1 1 2 0 2 3 1 1 1 12
04 16 0 0 0 1 1 3 3 6 3 3 0 1 19
05 17 0 0 0 1 0 1 2 3 4 2 0 0 12
06 18 0 0 0 0 0 0 3 4 2 1 0 0 10
07 19 0 0 0 0 1 0 1 4 3 3 0 0 12
08 20 0 0 0 0 3 1 2 1 2 1 0 0 9
09 21 0 0 0 0 1 0 0 3 3 2 0 0 8

2010 22 0 0 0 0 0 0 0 3 4 1 0 0 7
11 23 0 0 0 0 2 1 1 2 4 0 0 0 9
12 24 0 0 0 0 1 3 3 6 3 4 0 0 17

平年値 - - - 0.2 0.6 0.8 2.1 3.4 2.9 1.5 0.6 0.1 11.4
1981-2010
台風の接近：台風の中心が日本から概ね300km以内に入った場合をいう。
接近は2か月にまたがる場合があり、各月の接近数の合計と年間の接近数とは必ずしも一致しない。
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資料2-1-4 北海道・本州・四国・九州への台風接近数一覧表
年＼月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 年間

1951 S.26 0 0 0 0 0 0 3 0 0 1 0 0 4
52 27 0 0 0 0 0 1 1 3 1 0 1 0 7
53 28 0 0 0 0 0 1 0 2 1 0 0 0 4
54 29 0 0 0 0 0 0 0 2 4 0 0 0 6
55 30 0 0 0 0 0 0 5 1 1 4 0 0 10
56 31 0 0 0 1 0 0 0 1 3 0 0 0 5
57 32 0 0 0 0 0 1 0 2 2 0 0 0 5
58 33 0 0 0 0 0 1 1 1 2 0 0 0 5
59 34 0 0 0 0 0 0 0 2 2 2 0 0 6
60 35 0 0 0 0 0 1 0 5 1 0 0 0 7

1961 36 0 0 0 0 0 1 2 3 1 1 0 0 7
62 37 0 0 0 0 0 0 1 6 1 0 0 0 8
63 38 0 0 0 0 0 3 1 2 0 0 0 0 6
64 39 0 0 0 0 0 0 0 2 1 0 0 0 3
65 40 0 0 0 0 1 1 0 2 4 0 1 0 9
66 41 0 0 0 0 1 2 0 2 4 1 0 0 9
67 42 0 0 0 0 0 0 1 2 1 1 0 0 5
68 43 0 0 0 0 0 0 2 2 1 0 0 0 5
69 44 0 0 0 0 0 0 0 2 0 1 0 0 3
70 45 0 0 0 0 0 0 2 3 0 0 0 0 5

1971 46 0 0 0 0 0 0 1 2 3 1 0 0 6
72 47 0 0 0 0 0 0 3 1 1 1 0 0 6
73 48 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 2
74 49 0 0 0 0 0 0 1 2 2 0 0 0 4
75 50 0 0 0 0 0 0 1 2 0 1 0 0 4
76 51 0 0 0 0 0 0 3 0 1 0 0 0 4
77 52 0 0 0 0 0 0 0 2 1 0 0 0 3
78 53 0 0 0 0 0 1 1 3 1 1 0 0 7
79 54 0 0 0 0 0 0 0 1 2 3 0 0 5
80 55 0 0 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 3

1981 56 0 0 0 0 0 1 1 2 1 1 0 0 6
82 57 0 0 0 0 0 1 0 2 2 1 0 0 6
83 58 0 0 0 0 0 0 0 2 1 1 0 0 4
84 59 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 2
85 60 0 0 0 0 0 1 1 4 2 1 0 0 6
86 61 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 0 0 5
87 62 0 0 0 0 0 0 2 2 0 1 0 0 5
88 63 0 0 0 0 0 0 0 3 2 1 0 0 6
89 H. 1 0 0 0 0 0 1 2 3 1 0 0 0 7
90 2 0 0 0 0 0 0 1 3 2 1 1 0 8

1991 3 0 0 0 0 0 0 1 3 4 1 0 0 9
92 4 0 0 0 0 0 1 1 3 1 0 0 0 5
93 5 0 0 0 0 0 0 3 2 2 1 0 0 8
94 6 0 0 0 0 0 0 1 2 2 1 0 0 6
95 7 0 0 0 0 0 0 1 0 2 0 0 0 3
96 8 0 0 0 0 0 0 2 1 1 0 0 0 4
97 9 0 0 0 0 0 2 1 1 2 0 0 0 6
98 10 0 0 0 0 0 0 0 0 5 1 0 0 6
99 11 0 0 0 0 0 0 1 1 3 0 0 0 5

2000 12 0 0 0 0 0 0 3 0 2 0 0 0 5
01 13 0 0 0 0 0 0 0 1 2 1 0 0 4
02 14 0 0 0 0 0 1 4 2 0 1 0 0 8
03 15 0 0 0 1 1 1 0 1 2 0 0 0 6
04 16 0 0 0 0 1 2 1 4 2 3 0 0 12
05 17 0 0 0 0 0 0 1 1 2 0 0 0 4
06 18 0 0 0 0 0 0 0 2 1 0 0 0 3
07 19 0 0 0 0 0 0 1 1 2 1 0 0 5
08 20 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 3
09 21 0 0 0 0 0 0 0 2 1 2 0 0 4

2010 22 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 3
11 23 0 0 0 0 2 0 1 0 2 0 0 0 5
12 24 0 0 0 0 0 1 0 3 2 1 0 0 6

平年値 - - - 0.0 0.1 0.4 1.0 1.7 1.7 0.7 0.0 -  5.5
1981-2010
台風の北海道・本州・四国・九州への接近：台風の中心が北海道・本州・四国・九州から概ね
300km以内に入った場合をいう。
接近は2か月にまたがる場合があり、各月の接近数の合計と年間の接近数とは必ずしも一致しない。
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2-2 平成 24 年（2012 年）に日本に影響した主な台風 

 

日本に影響＊した主な台風について以下に概要を示す。 

＊台風の中心が日本から概ね500km に入った場合を本稿では「日本に影響した台風」とした。 

 

 (1) 台風第2号(1202 SANVU) 

5月21日03時にカロリン諸島の北海上で発生した熱帯低気圧は、北西へ進み、22日15時にグアム島

の北西海上で台風第2号となった。台風第2号は、徐々に進路を北へ変え、25日03時に硫黄島の南西

海上で勢力が最大となった。台風第2号は北東へ進路を変えた後、28日03時に小笠原諸島の東で温

帯低気圧に変わり、東北東へ進んで、31日03時に日本のはるか東海上で消滅した。 

 

(2) 台風第3号(1203 MAWAR) 

6月1日03時にルソン島の東海上で発生した熱帯低気圧は、北西へ進み、2日03時に同海上で台風

第3号となった。台風第3号は、その後北北東へ進み、4日03時に沖縄の南海上で勢力が最大となった。

台風第3号はその後も北東へ進み、6日15時に八丈島の東海上で温帯低気圧に変わり、13日15時にカ

ムチャツカ半島の東海上で消滅した。 

 

(3) 台風第4号(1204 GUCHOL) 

6月10日21時にカロリン諸島近海で発生した熱帯低気圧は、北北西へ進んだ後西へ進み、13日21

時にフィリピンの東海上で台風第4号となった。台風第4号は、進路を北北西へ変え、16日21時には同

海上で勢力が最大となった。台風第4号は北東へ進み、19日17時過ぎに和歌山県南部に上陸し、19

日20時過ぎ愛知県東部に再上陸してさらに北東へ進み、20日09時に日本の東海上で温帯低気圧に

変わり、22日21時に同海上で消滅した。 

 

(4) 台風第5号(1205 TALIM) 

6月16日15時にハイナン島の東海上で発生した熱帯低気圧は、反時計周りに回り、17日15時に同海

上で台風第5号となった。台風第5号は東北東へ進み、19日15時に勢力が最大となった。台風第5号は

20日遅くに台湾に上陸した後、21日03時に熱帯低気圧に変わり、同日09時に消滅した。 

 

(5) 台風第7号(1207 KHANUN) 

7月15日03時にマリアナ諸島の西海上で発生した熱帯低気圧は、北西へ進み、16日15時に硫黄島

の西海上で台風第7号となった。台風第7号はさらに北西へ進み、18日03時に東シナ海で勢力が最大

となった後、北へ進路を変えた。台風第7号は、チェジュ島を通過した後、朝鮮半島に上陸し、19日09

時に熱帯低気圧に変わり、20日03時には温帯低気圧に変わって、同日15時に消滅した。 
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(6) 台風第9号(1209 SAOLA) 

7月27日03時にフィリピンの東海上で発生した熱帯低気圧は、北北西へ進み、28日09時に台風第9

号となった。台風第9号は8月1日15時に沖縄の南海上で勢力が最大となった。台風第9号は台湾付近

で反時計回りに円を描くように進んだ後、速度を上げながら北西へ進んで3日09時前に中国の東海岸

に上陸し、同日15時に熱帯低気圧へ変わって、5日15時に華南で消滅した。 

 

(7) 台風第10号(1210 DAMREY) 

7月27日15時に南鳥島の西海上で発生した熱帯低気圧は、北西へ進み、28日21時に同海上で台

風第10号となった。台風第10号は南西へ進んだ後西北西へ進み、8月1日15時過ぎ、鹿児島県屋久島

付近を通過した。その後北西へ進んだ台風第10号は、2日15時に黄海で勢力が最大となった。台風第

10号は、山東半島付近に上陸した後、北北東へ進み、3日21時にボッ海で熱帯低気圧に変わり、4日

15時に消滅した。 

 

(8) 台風第11号(1211 HAIKUI) 

8月1日21時に北マリアナ諸島の北の海上で発生した熱帯低気圧は、西へ進み、3日09時に硫黄島

の南海上で台風第11号となった。台風第11号は西北西へ進んだ後、東シナ海をゆっくり西へ進み、7

日21時に同海上で勢力が最大となった。その後台風第11号は、北西に進み、同日遅くに華中に上陸

した。9日21時に熱帯低気圧に変わり、ほとんど停滞した後11日21時に消滅した。 

 

(9) 台風第12号(1212 KIROGI) 

8月3日15時にウェーク島の北西の海上で発生した熱帯低気圧は、ゆっくり南東に進んだ後、南西に

進んだ。5日に北へ進路を変えた後、6日21時に同海上で台風第12号となった。台風第12号は次第に

北西に進路を変えながら、ゆっくり発達して、9日15時に日本の東海上で勢力が最大となった。台風第

12号は、10日15時に北海道の東海上で温帯低気圧に変わり、北に進み、オホーツク海を縦断して、12

日15時前に北緯60度を越えた。 

 

(10) 台風第14号(1214 TEMBIN) 

8月17日15時に沖縄の南海上で発生した熱帯低気圧は南に進み、19日15時にルソン島の東海上で

台風第14号となった。台風第14号は、急激に北に進路を変え、20日21時に同海上で勢力が最大とな

った。台風第14号は、次第に西に向きを変え、23日09時に先島諸島の南海上で再び勢力が最大とな

った。台風第14号は、台湾の南部を通過した後、反時計回りに円を描くように進み、28日21時に先島

諸島の北海上に達した。台風第14号は、その後、北北東へ進み、朝鮮半島に上陸した後、30日21時

に温帯低気圧に変わり、9月1日15時に日本海で消滅した。 
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(11) 台風第15号(1215 BOLAVEN) 

8月19日15時にマリアナ諸島の西海上で発生した熱帯低気圧は、同海上で20日15時に台風第15号

となった。台風第15号は西北西に進み、25日21時に南大東島の南海上で、勢力が最大となった。台風

第15号は、26日21時頃に沖縄本島を通過した後、東シナ海と黄海を北北西に進みながら、ゆっくりと

勢力を弱め、28日遅くに朝鮮半島北部に上陸した。その後、北東に進み、29日15時に中国東北区で

温帯低気圧に変わった。温帯低気圧は、オホーツク海からカムチャツカ半島を通り、9月2日03時前に

ベーリング海で経度180度を越えた。 

 

(12) 台風第16号(1216 SANBA) 

9 月 10 日 09 時にパラオ諸島の北海上で発生した熱帯低気圧は、ゆっくり北へ進んで 11 日 09 時に

同海上で台風第 16 号となり、北西へ進んだ。台風第 16 号は急速に発達し、進路を北へ変えた後、14

日 03 時にフィリピンの東海上で勢力が最大となった。台風第 16 号はその後も北へ進み、16 日 07 時半

頃沖縄本島付近を通過し、さらに北へ進んで東シナ海へ進み、17 日朝鮮半島へ上陸した。台風第 16

号は朝鮮半島を越えて日本海へ入り、沿海州に上陸した後、18 日 09 時に温帯低気圧に変わり、19 日

09 時に消滅した。 

 

(13) 台風第17号(1217 JERAWAT) 

9月20日09時にフィリピンの東海上で発生した熱帯低気圧は、西へ進み、21日03時に同海上で台風

第17号となった。その後北へ進んだ台風第17号は、25日03時に同海上で勢力が最大となった。台風

第17号は28日09時に石垣島の南海上で進路を北東へ変え、速度を速めながら進み、30日15時頃に

和歌山県潮岬付近を通過し、17時半頃三重県志摩半島付近を通過、そして19時頃に愛知県東部に

上陸した。上陸後は、台風第17号は勢力を急速に弱め、10月1日21時に千島列島の東海上で温帯低

気圧に変わり、東へ進んで、3日09時前にアリューシャン列島の南海上で経度180度を越えた。 

 

(14) 台風第18号(1218 EWINIAR) 

9月23日15時に北マリアナ諸島の西海上で発生した熱帯低気圧は、北北西へ進み、24日21時に沖

ノ鳥島の東海上で台風第18号となった。台風第18号は進路を北東へ変え、26日15時に父島の南西海

上で勢力が最大となった後、北へ進み、28日早くまで八丈島の南東海上にほとんど停滞した。その後、

台風第18号は再び北東へ進み、30日09時に北海道の東海上で温帯低気圧に変わり、10月1日09時に

千島の東海上で消滅した。 

 

(15) 台風第19号(1219 MALIKSI) 

  9月29日21時にマリアナ諸島の東海上で発生した熱帯低気圧は、北西へ進み、マリアナ諸島周辺で

10月1日15時に台風第19号となった。台風第19号は北西に進んだ後、3日09時に硫黄島の近くで勢力

が最大となった後、北北東へ進行方向を変えた。その後も、台風第19号は、勢力を保ちながら北東へ
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進み、4日15時に日本の東海上で温帯低気圧に変わった。この温帯低気圧は、カムチャツカ半島の南

海上で、進行方向を東に変え、7日03時前にアリューシャン列島の南海上で、経度180度を越えた。 

 

(16) 台風第21号(1221 PRAPIROON) 

 10月5日09時にマリアナ諸島の西海上で発生した熱帯低気圧は、ゆっくり西へ進み、7日21時にフィリ

ピンの東海上で台風第21号となった。台風第21号は、その後も西へ進み、11日21時に同海上で勢力

が最大となった後、北東に進路を変え、15日に南大東島の南海上に達すると、南西に進路を急に変え

た。台風第21号が沖縄の南海上に達すると、16日に北に向きを変え、17日にはさらに北東に向きを変

えた。その後、速度を速めて北東へ進み、19日21時に日本の東海上で温帯低気圧に変わった。温帯

低気圧に変わった後、東へ進んだが、21日には北に向きを変え、24日03時前に、アリューシャン列島

付近で経度180度を越えた。 

 

(17) 台風第22号(1222 MARIA) 

   10月13日03時に北マリアナ諸島の東海上で発生した熱帯低気圧は、西北西へ進み、14日15時に北

マリアナ諸島の西海上で台風第22号となった。台風第22号は、北西へ進み、15日09時に同海上で勢

力が最大となった。台風第22号は、その後北へ進み、さらに東北東へ進路を変えた後、19日09時に日

本のはるか東海上で熱帯低気圧に変わり、20日15時に同海上で消滅した。 



始 終 始 終

2 5/25 5/27 伊豆諸島・小笠原諸島 5/26 5/27 伊豆諸島・小笠原諸島 上陸または通過せず。

3 6/3 6/6
沖縄・奄美、九州南部、四国、近畿、
東海地方、関東甲信、伊豆諸島・小笠
原諸島

6/4 6/6 沖縄・奄美、伊豆諸島・小笠原諸島 上陸または通過せず。

4 6/18 6/20 全国 6/18 6/20 沖縄・奄美、西日本、東日本、東北
6月19日17時過ぎ、和歌山県南部に上陸した。
6月19日20時過ぎ、愛知県東部に再上陸した。

5 6/20 6/21 沖縄 6/20 6/21 沖縄 上陸または通過せず。

7 7/16 7/19
沖縄・奄美、九州南部、九州北部、中
国地方

7/16 7/19 沖縄・奄美、九州北部 上陸または通過せず。

9 7/30 8/3 沖縄 7/31 8/3 沖縄 上陸または通過せず。

10 7/28 8/2
沖縄・奄美、西日本、伊豆諸島・小笠
原諸島

7/30 8/2
奄美、九州南部、九州北部、四国、伊
豆諸島・小笠原諸島

8月1日15時過ぎ、鹿児島県屋久島付近を通過した。

11 8/3 8/8
沖縄・奄美、九州南部、伊豆諸島・小
笠原諸島

8/4 8/7 沖縄・奄美 上陸または通過せず。

12 8/10 8/10 北海道 8/10 8/10 北海道 上陸または通過せず。

沖縄・奄美 九州南部 九州北部 四

資料2-2-1  平成２４年（201２年）に日本に影響した台風の概要表（熱帯低気圧、温帯低気圧の期間は除く）

上陸、通過
月日 月日

台風
番号

日本への影響
（台風の中心が日本から概ね500km以内に入った場合）

日本への接近
（台風の中心が日本から概ね300km以内に入った場合）

地　域地　域

-35-

14 8/21 8/30
沖縄・奄美、九州南部、九州北部、四
国、中国地方

8/21 8/30 沖縄、九州北部 上陸または通過せず。

15 8/24 8/28 沖縄・奄美、九州南部、九州北部 8/25 8/27 沖縄・奄美 8月26日21時頃、沖縄県沖縄本島付近を通過した。

16 9/15 9/18
沖縄・奄美、九州南部、九州北部、四
国、中国地方

9/15 9/17 沖縄・奄美、九州南部、九州北部
9月16日07時半頃、沖縄県沖縄本島付近を通過した。

17 9/27 10/1 全国 9/28 10/1 全国
9月30日15時頃、和歌山県潮岬付近を通過した。
9月30日17時半頃、三重県志摩半島付近を通過した。
9月30日19時頃、愛知県東部に上陸した。

18 9/25 9/29
東海地方、関東甲信、伊豆諸島・小笠
原諸島

9/26 9/28 伊豆諸島・小笠原諸島 上陸または通過せず。

19 10/3 10/4
東海地方、関東甲信、伊豆諸島・小笠
原諸島、東北地方

10/3 10/4 伊豆諸島・小笠原諸島 上陸または通過せず。

21 10/14 10/19
沖縄・奄美、九州南部、四国、近畿、
東海地方、関東甲信、伊豆諸島・小笠
原諸島

10/17 10/19 沖縄・奄美、伊豆諸島・小笠原諸島 上陸または通過せず。

22 10/15 10/17 伊豆諸島・小笠原諸島 10/16 10/17 伊豆諸島・小笠原諸島 上陸または通過せず。

　台風の中心が日本から概ね300km以内に入った場合を「日本に接近した台風」とした。

　台風の中心が日本から概ね500km以内に入った場合を「日本に影響した台風」とした。
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資料 2-2-2 平成 24 年(2012 年)に発生した台風の経路図 
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3 平成24年（2012年）の天気概況 
 

1月 

冬型の気圧配置となり、東日本から北海道で大雪（1 日～14 日） 

 1 日は、日本海中部の低気圧が北東に進み、前線が本州を通過した。このため、南西諸島および

山陰から東北地方にかけての日本海側の一部と北海道の一部で雨や雪が降り、北陸の一部では雷

を伴った。2 日は、関東の東海上の低気圧が発達しながら北東に進み、日本付近は冬型の気圧配

置（以下冬型と略す。）となった。山陰から東北地方にかけての日本海側と北海道で雨や雪が降り、

中国地方の一部では雷を伴った。3 日は、冬型となり、発達した低気圧が北海道の東海上を北東に

進んだ。九州から北海道にかけての日本海側で雨や雪が降り、北海道では強風となったところがあ

った。4 日から 5 日にかけて、冬型となった。九州から北海道にかけての日本海側で雨や雪が降り、

一部で強風となった。中国地方から甲信および北陸にかけての一部では大雪となり、雷を伴ったとこ

ろもあった。6 日は、冬型が続き、また、日本海北部に低気圧が発生した。南西諸島および山陰から

東北地方にかけての日本海側と北海道で、雨や雪が降り、北海道の一部では大雪となった。7 日か

ら 8 日にかけて冬型が続き、南西諸島および山陰から東北地方にかけての日本海側で雨や雪が降

った。9 日から 10 日にかけて、冬型が緩んだ。日本海西部に低気圧が発生して東に進んだ。南西諸

島および山陰から北海道にかけての日本海側で雨や雪が降り、北陸の一部で雷を伴った。11 日は、

関東の東海上と千島近海の低気圧がそれぞれ北東に進み、冬型が強まった。山陰から北海道にか

けての日本海側および東北地方の太平洋側の一部で雨や雪が降り、強風となったところもあった。

北陸から東北地方にかけての一部では大雪となった。12 日は、冬型が一時的に緩んだが、日本海

西部に低気圧が発生し東に進んだ影響で、山陰から北海道にかけての日本海側で雨や雪が降った。

13 日から 14 日にかけて、冬型が強まり、山陰から北海道にかけての日本海側で雨や雪が降った。

北陸地方の一部では雷を伴い、東北地方では大雪となったところもあった。また、北海道の一部で

は強風となった。 

 

低気圧や前線が日本海や本州南岸を通過し、四国や関東で大雨（15 日～21 日） 

 15 日は、東シナ海の低気圧と華南から日本の南海上へのびる前線が東へ進み、北日本中心の冬

型となった。南西諸島から九州の南部にかけて雨が降り、山陰から北海道にかけての日本海側で雨

や雪が降った。北海道の一部では大雪となり、強風となったところもあった。16 日から 17 日にかけて、

低気圧と前線日本の南海上を東へ進み、南西諸島から東海地方にかけての太平洋側で雨または雪

が降った。18 日は、気圧の谷の影響で、九州北部で雨が降った。その他の地方は、高気圧に覆わ

れ、概ね晴れた。19 日は、九州の西海上に低気圧が発生し四国沖に進んだ。南西諸島から東日本

にかけて雨や雪が降り、四国の一部では大雨となった。伊豆諸島では暴風や強風となったところが

あった。20 日は、四国沖の低気圧が東に進んだ。西日本から東日本にかけて雨や雪が降り、伊豆諸

島では暴風や強風となったところもあった。21 日は、四国沖と日本海中部に低気圧が発生して、そ

れぞれ北東へ進んだため、四国から東北地方にかけて雨や雪が降った。伊豆諸島では大雨となっ

たところがあった。 

 

冬型の気圧配置になり、東日本から北日本で大雪（22 日～31 日） 

 22 日は、東海沖と秋田沖の低気圧がそれぞれ北東へ進んだ後、冬型となった。関東から北海道に

かけての太平洋側と、南西諸島および九州から北海道にかけての日本海側で雨や雪が降り、北海

道の一部では大雪となった。23 日は、三陸沖の低気圧が北東へ進み、日本の南海上に発生した低

気圧は東へ進み、冬型が強まった。南西諸島および関東と、山陰から東北地方にかけての日本海

側および北海道で雨や雪が降り、近畿の一部では雷を伴った。24 日は、冬型が続き、日本海西部

に低気圧が発生し東に進んだ。また、伊豆諸島付近に低気圧が発生して北東へ進んだ。関東の一

部と、山陰から北海道にかけての日本海側で雪が降った。25 日は、冬型が続き、日本海西部に低気

圧が発生し東に進んだ。また、関東の東海上の低気圧が北東へ進んだ。東北地方の一部と、九州
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から北海道にかけての日本海側で雪が降った。北陸や東海の一部では大雪となり、北陸の一部は

雷を伴った。九州では強風となったところもあった。26 日から 27 日にかけて、西日本は次第に高気

圧に覆われ、北日本中心の冬型となり、また、強い寒気の影響を受けた。山陰から北海道にかけて

の日本海側で雪が降り、北陸から東北地方にかけての一部では大雪となった。北陸では雷を伴った

ところもあった。28 日は、冬型が強まり、山陰から北海道にかけての日本海側で雪が降った。甲信の

一部では大雪となった。また、奄美群島付近を東へ進む低気圧の影響で、南西諸島から九州南部

にかけて雨が降った。29 日から 30 日にかけて、冬型が続き、山陰から北海道にかけての日本海側

で雪が降った。31 日は、低気圧が日本海西部を東に進み、次第に冬型が緩んだ。山陰から北陸に

かけてと北日本で、雪が降った。 

 

 

2 月 

低気圧が日本海を通過し、西日本から北日本で暴風（1 日～2 日） 

 1 日は、低気圧が日本海中部から三陸沖へ進み、前線が九州から東北地方を通過した。九州から

東北地方にかけての日本海側を中心に雨や雪が降り、東北地方の一部で大雪となった。山陰から

北陸にかけての一部では雷を伴った。四国から東北地方にかけて暴風や強風となったところもあっ

た。2 日は、冬型の気圧配置（以下冬型と略す。）となった。沖縄・奄美および九州から東北地方にか

けての日本海側で雨や雪が降り、東北地方の一部で大雪となった。山陰から北陸にかけての一部で

は雷を伴い、九州の一部や東北地方の一部では暴風や強風となった。 

 

低気圧や前線が本州南岸を通過し、沖縄・奄美から東日本にかけての太平洋側で大雨（3 日

～7 日） 

 3 日は、冬型が次第に緩んだ。山陰から北海道にかけての日本海側で雪が降り、北陸の一部では

雷を伴った。4 日は、気圧の谷の影響で北陸から北海道にかけての一部で雪が降り、北陸や東北地

方の一部では雷を伴った。北海道では強風となったところもあった。 

5 日は、東シナ海の低気圧が北東へ進み、前線が九州の南部を通過した。沖縄・奄美から四国にか

けておよび近畿南部では雨や雪が降り、沖縄の一部では大雨となった。6 日は、九州南部地方の低

気圧が四国沖へ進み、前線が華中から九州の南部を通って関東の東海上にのびた。沖縄・奄美か

ら東北地方にかけて雨や雪が降り、九州の一部で大雨となった。7 日は、低気圧が三陸沖から千島

の東海上へ進み、前線が南西諸島を通過して東へ進んだ。全国的に雨や雪が降り、西日本から東

日本にかけての太平洋側の一部で大雨となり、強風となったところもあった。 

 

冬型の気圧配置となる（8 日～12 日） 

 8 日から 9 日にかけて、強い冬型となった。山陰から北海道にかけての日本海側で雪が降り、北陸

や東北地方の日本海側の一部で大雪となった。北陸地方の一部では雷を伴い、北日本では強風と

なったところもあった。10日から12日にかけても、冬型が続いた。南西諸島および山陰から北海道に

かけての日本海側で雨や雪が降り、北日本の一部では強風となった。 

  

前線が本州南岸を通過した後、冬型の気圧配置となり、北陸や北海道で暴風（13 日～19 日） 

 13 日は、東シナ海の前線が東海沖へのび、前線上の低気圧が東シナ海から四国沖へ進んだ。西

日本から東日本にかけて雨や雪が降った。また、沿海州から東へ進む低気圧の影響で、北海道の

日本海側で雪が降った。14 日は、華南から九州の南部を通って関東の東海上にのびる前線の影響

により、西日本から東日本にかけて雨が降った。また、沿海州の低気圧が東へ進み、前線が北日本

を通過したため、北海道の日本海側で雪が降った。15 日は、東シナ海から日本の東海上にのびる

前線が東へ進み、九州から四国にかけてと近畿南部で雨が降った。また、宗谷海峡の低気圧が千

島近海へ進み、前線が北日本を通過したため、山陰から北海道にかけての日本海側で雪が降り、

北海道では暴風や強風となったところもあった。16 日は、冬型となった。また、関東の東海上に低気

圧が発生して南東に進んだ。このため、沖縄・奄美から九州にかけての一部と山陰から北海道にか
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けての日本海側および関東の太平洋側の一部で雨や雪が降った。北海道では強風となったところも

あった。17 日は、冬型となった。また、関東の東海上に低気圧が発生して北東に進んだ。山陰から

北海道にかけての日本海側と関東から東北地方にかけての太平洋側で雨や雪が降り、近畿から北

陸にかけての日本海側の一部では大雪となった。北陸の一部では雷を伴い、暴風や強風となったと

ころもあった。18 日は、冬型となった。山陰から北海道にかけての日本海側で雪が降り、山陰や東北

地方の一部では雷を伴った。甲信地方の一部では大雪となった。19 日は、冬型となり、九州から北

海道にかけての日本海側で雨や雪が降った。北陸の一部では雷を伴った。 

 

低気圧がオホーツク海に進み、北日本で暴風雪（20 日～21 日） 

 20 日は、沿海州の低気圧が北東へ進み、前線が北海道を通過した。北陸から北海道にかけての

日本海側で雪が降り、北海道の一部では強風となった。その他の地方は高気圧に覆われて概ね晴

れた。21 日は、サハリンの西海上の低気圧からのびる前線が北日本を通過した。北陸から北海道に

かけての日本海側で雪が降り、東北地方の一部で雷を伴った。北海道の一部では強風となった。ま

た、気圧の谷の影響で沖縄・奄美および西日本の一部で雨が降った。 

 

前線が本州南岸を通過し西日本から東日本にかけての太平洋側で大雨（22 日～25 日） 

 22 日は、華中から東海沖へのびる前線の影響で、沖縄・奄美から東日本にかけて雨または雪が降

った。23 日は、華中から関東の東海上へのびる前線と前線上の九州の西海上に中心を持つ低気圧

が三陸沖へ進んだ。また、華南から日本の南海上の前線が東へ進んだ。このため、全国的に雨や雪

が降った。沖縄から九州にかけての一部で雷を伴い、近畿から関東にかけての太平洋側の一部で

大雨となった。24 日は、東シナ海から日本の南海上にのびる前線の影響で、沖縄から九州の南部に

かけて雨が降り、一部で雷を伴った。また、北海道の東海上の低気圧の影響で、北日本の一部で雪

が降った。25 日は、日本の南海上の前線と、前線を伴って東海沖から三陸沖へ進む低気圧の影響

で、北海道を除く各地で雨や雪が降り、東海地方の一部では雷を伴った。 

 

冬型の気圧配置となった後、前線が本州南岸を通過し西日本から東日本にかけての太平洋側

で大雨、伊豆諸島で暴風（26 日～29 日） 

 26 日から 27 日にかけて、冬型となり、日本海北部の低気圧が北海道を通過した。南西諸島および

九州から北海道にかけての日本海側で雨や雪が降った。28 日は、九州の西海上に低気圧が発生し、

東シナ海の前線と一体化して東へ進み、前線が南西諸島を通過した。沖縄・奄美から中国地方にか

けて、および、四国と近畿南部で雨や雪が降った。沖縄・奄美の一部で雷を伴い、大雨となったとこ

ろもあった。29 日は、種子島、屋久島付近の低気圧と東海沖に発生した低気圧が共に東へ進んだ。

九州から東北南部にかけて雨や雪が降り、沖縄・奄美の一部で雷を伴った。伊豆諸島の一部では大

雨となり、暴風や強風となったところもあった。 

 

 

3 月 

低気圧や前線が本州南岸を通過し、近畿や伊豆諸島で大雨、伊豆諸島で暴風（1 日～11 日） 

 1 日は、屋久島付近の低気圧が北東へ進んだ。沖縄・奄美から西日本の一部にかけて雨が降った。

2 日は、華南の前線が、南西諸島を通り日本の南海上へのびた。また、本州南岸を低気圧が通過し

た。沖縄から東北地方にかけて雨が降り、沖縄の一部で雷を伴った。3 日は、沖縄の南海上から日

本の南海上へのびる前線が東へ進んだ後、大陸の高気圧に覆われた。沖縄と東日本から北日本に

かけての一部で雨が降り、沖縄では雷を伴ったところもあった。4 日は、前線が華南から東シナ海を

通り九州の南部に達した。沖縄・奄美から東日本にかけて雨が降った。5 日は、華南から関東の東海

上にのびる前線が東へ進み、前線上の低気圧が四国沖から三陸沖に進んだ。九州から東北地方に

かけて雨が降り、九州の一部では雷を伴った。近畿や伊豆諸島では大雨となったところもあった。6

日は、低気圧が三陸沖から北海道の東海上へ進み、伴う前線が華南までのびた。全国で雨が降り、

東日本の太平洋側の一部で雷を伴った。中国地方では強風となったところもあった。7 日は、前線が
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沖縄本島付近に停滞し、沖縄から九州の南部にかけて雨が降った。また、日本海北部の低気圧の

影響で、北日本で雨や雪が降り、東北地方の一部で強風となった。8 日は、関東の東海上の前線と

沖縄本島付近に発生した前線の影響で、沖縄から九州の南部にかけて、および関東の一部で、雨

が降った。9 日は、沖縄本島付近の前線と本州南岸の前線の影響で、沖縄から東北地方にかけての

太平洋側を中心に雨が降った。伊豆諸島の一部では暴風となった。10 日は、沖縄の南海上へのび

る前線と関東の東海上の低気圧がともに東へ進んだ。また、日本海中部に低気圧が発生した。南西

諸島と本州で雨が降り、伊豆諸島の一部で暴風となった。11 日は、日本海中部の低気圧と、関東の

東海上に発生した低気圧の影響で、山陰から北陸にかけてと東北地方を中心に雨や雪が降り、雷を

伴ったところもあった。九州の一部で強風となった。 

 

高気圧に覆われる（12 日～15 日） 

 12 日は、日本海中部の低気圧が三陸沖へ進んだ後、冬型の気圧配置（以下冬型と略す。）となっ

た。山陰から北陸にかけておよび東北地方で雨や雪が降った。北陸の一部で雷を伴い、九州や北

陸では強風となったところもあった。13 日は、はじめ冬型で、その後次第に高気圧に覆われた。山陰

から北陸にかけておよび東北地方で雨や雪が降った。14 日は、日本海中部の低気圧の影響で東北

地方の日本海側で雨や雪が降った。また、湿った空気の影響により南西諸島で雨が降った。その他

の地方は高気圧に覆われて概ね晴れた。15 日は、一時的に冬型となり、南西諸島および山陰から

北海道にかけての日本海側で雨や雪が降り、一部で雷を伴った。 

 

低気圧や前線が本州南岸を通過（16 日～21 日） 

 16 日は、華中から九州の西海上へのびる前線が東へ進んだ。沖縄・奄美から西日本の一部にか

けて雨が降った。その他の地方は高気圧に覆われて概ね晴れた。17 日は、九州の西海上の前線が

関東の東海上へのび、前線上の東海沖に低気圧が発生した。また、対馬海峡の低気圧が日本海中

部へ進んだ。沖縄から東北地方にかけて雨が降り、西日本の一部で雷を伴った。18 日は、関東の東

海上から三陸沖に低気圧が北東へ進んだ。沖縄・奄美から東日本にかけて雨が降り、九州の一部

では雷を伴った。19 日は、冬型となった。山陰から北海道にかけての日本海側で雨や雪が降り、東

北地方の一部では雷を伴った。北日本では強風となったところもあった。20 日は、湿った空気の影

響により、南西諸島で雨が降った。また、上空の寒気の影響により、北陸および北日本の一部で雨

や雪が降り、北海道の一部で強風となった。21 日は、上空の寒気の影響により、北陸および北日本

の一部で雨や雪が降り、東北地方の一部で強風となった。 

 

低気圧が本州を通過し、西日本から東日本にかけて大雨、西日本で暴風（22 日～26 日） 

 22 日は、華南から九州の西海上へのびる前線の影響で、九州から山陰にかけての一部で雨が降

った。また、日本海北部の低気圧の影響により、北日本の一部で雨や雪が降り、雷を伴ったところも

あった。23 日は、九州の西海上の低気圧が東海沖へ進み、伴う前線が沖縄・奄美から本州の太平

洋側にかけて通過した。沖縄から東北地方にかけて雨や雪が降り、西日本から東日本にかけての一

部で大雨となった。九州の一部では雷を伴った。24 日は、関東の東海上の低気圧が北東へ進んだ

ため、本州を中心に雨や雪が降った。沖縄・奄美から西日本にかけての一部で強風となった。西日

本の一部では暴風となり、雷を伴ったところもあった。25 日は、冬型となり、山陰から北海道にかけて

の日本海側で雨や雪が降り、一部で雷を伴った。西日本では強風となったところもあった。26 日は、

冬型が続き、山陰から北海道にかけての日本海側で雨や雪が降り、一部で雷を伴った。 

 

高気圧に覆われる（27 日～29 日） 

 27 日は、中国東北区の低気圧が日本海中部へ進んだため、北日本の日本海側で雨や雪が降り、

一部で雷を伴った。その他の地方は高気圧に覆われて概ね晴れた。28 日は、日本海北部の低気圧

が北海道の東海上へ進んだため、近畿から東北地方にかけての一部で雨が降り、雷を伴ったところ

もあった。29 日は、高気圧に覆われて概ね晴れた。 
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低気圧が日本海を通過し、西日本で暴風（30 日～31 日） 

 30 日は、低気圧が黄海から日本海西部へ進み、伴う前線が北陸から華中へのびた。また、日本海

北部の低気圧がオホーツク海へ進み、伴う前線が北日本に達した。西日本の一部および北日本の

一部で雨が降り、東北地方の一部で雷を伴った。北海道の一部で強風となった。31 日は、日本海中

部の低気圧が千島近海へ進み、前線が沖縄から東北地方にかけて通過した。また、オホーツク海の

低気圧に伴う前線が北日本を通過した。このため、全国的に雨や雪が降り、近畿の一部で雷を伴っ

た。全国の一部で強風となり、西日本の一部では暴風となった。 

 

 

4 月 

低気圧が発達しながら日本海を通過し、太平洋側で大雨、全国各地で暴風（1 日～7 日） 

 1 日は、日本海中部の低気圧が寒気を伴って三陸沖へ進み、千島近海の発達した低気圧が北東

へ進んだ。山陰から北陸にかけておよび北日本で雨や雪が降った。2 日は、三陸沖の低気圧が北

東へ進んだ後、日本付近は高気圧に覆われた。また、低気圧が黄海を東へ進んだ。沖縄から九州

にかけての一部と、北陸から北海道にかけての一部で雨や雪が降った。3 日は、低気圧が急速に発

達しながら朝鮮半島から日本海中部へ進み、伴う前線が西日本から北日本を通過した。全国的に雨

が降り、一部で雷を伴い、暴風や強風となったところもあった。西日本から東日本にかけての一部で

大雨となった。4 日は、発達した低気圧が日本海中部からオホーツク海へ進んだ。西日本から東日

本にかけての一部および北日本で雨や雪が降り、暴風や強風となったところもあった。5 日は、寒気

を伴った気圧の谷の影響を受けた。全国の一部で雨や雪が降り、西日本から東日本の一部で雷を

伴った。北海道の一部では強風となった。6 日は、関東の東海上に発生した低気圧は北東へ進み、

日本海中部の低気圧は北海道の東海上へ進んだ。西日本から北日本にかけての一部で雨や雪が

降り、西日本から東日本にかけての一部で雷を伴った。7 日は、一時的に冬型の気圧配置となった。

山陰から北海道にかけての日本海側で雨や雪が降り、北陸の一部では雷を伴った。西日本では強

風となったところもあった。 

 

高気圧に覆われる（8 日～10 日） 

 8 日は、高気圧に覆われ概ね晴れた。9 日は、日本海北部の低気圧が千島近海へ進み、西日本か

ら北日本にかけての一部で雨や雪が降り、近畿の一部で雷を伴った。その他の地方は高気圧に覆

われて概ね晴れた。10 日は、はじめ高気圧に覆われたが、次第に高気圧が東へ移動し、湿った空

気の影響を受け、西日本の一部で雨が降った。 

 

低気圧が本州南岸と日本海を通過し、西日本から東日本にかけて大雨、伊豆諸島で暴風（11

日～14 日） 

 11 日は、九州の西海上と日本海西部に低気圧があってそれぞれ東へ進み、伴う前線が日本を通

過した。北海道の一部を除いて全国的に雨が降り、西日本から東日本にかけての一部で大雨となっ

た。九州の一部では雷を伴った。12 日は、関東の東海上の低気圧が北東に進んだ後、日本は高気

圧に覆われた。南西諸島および東日本から北日本にかけての一部で雨が降り、東北地方の一部で

は雷を伴った。13 日は、華中の低気圧が四国沖に進み、伴う前線が南西諸島を通過した。また、日

本海北部の低気圧が東へ進んだ。沖縄・奄美から東日本にかけておよび北日本の一部で雨が降っ

た。東北地方の一部では雷を伴い、強風となったところもあった。14 日は、東海沖の低気圧が東へ

進んだ。東日本を中心に雨が降り、伊豆諸島の一部では雷を伴い、暴風となったところもあった。 

 

前線の影響により、沖縄・奄美で大雨（15 日～20 日） 

 15 日は、低気圧が日本の東海上を東へ進み、伴う前線が華南までのびた。沖縄・奄美で雨が降り、

一部で雷を伴った。その他の地方は高気圧に覆われて概ね晴れた。16 日は、華南から日本の東海

上にのびる前線と気圧の谷の影響で、南西諸島と四国および近畿で雨が降り、一部で雷を伴った。

17 日は、寒気を伴った気圧の谷の影響で、西日本から北日本にかけての一部で雨が降り、雷を伴っ
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たところもあった。18 日は、湿った空気の影響で、沖縄で雨が降った。また、気圧の谷の影響で北海

道の一部で雨が降った。その他の地方は高気圧に覆われて概ね晴れた。19 日は、湿った空気の影

響で、沖縄・奄美から西日本にかけて雨が降り、近畿の一部で雷を伴った。20 日は、湿った空気の

影響で、沖縄・奄美から東日本にかけて雨が降り、沖縄の一部で大雨となった。 

  

低気圧が本州南岸を通過し、九州から東海地方にかけて大雨、西日本で暴風（21 日～27 日） 

 21 日は、華中の低気圧が九州の南海上へ進んだ。沖縄・奄美から西日本にかけて雨が降り、沖

縄・奄美の一部で雷を伴った。九州の一部で大雨となり、暴風や強風となったところもあった。22 日

は、四国沖の低気圧が東へ進み、前線が沖縄・奄美を通過した。沖縄・奄美から東日本にかけてお

よび東北地方の一部で雨が降り、九州から東海地方にかけて大雨となったところがあった。沖縄から

九州にかけての一部で雷を伴った。北陸や西日本の一部では強風となった。23 日は、寒気を伴う気

圧の谷と、東海沖から関東の東海上へ進む低気圧の影響で、近畿地方の一部および東日本から北

日本にかけて雨が降り、東海地方の一部で大雨となった。北陸の一部では雷を伴った。24 日は、湿

った空気の影響で、沖縄・奄美で雨が降り、一部で雷を伴った。また、関東の東海上から三陸沖へ

進む低気圧の影響で、関東から北海道にかけての一部で雨が降り、関東の一部で雷を伴った。25

日は、華中の前線上に低気圧が発生し、九州付近へ進んだ。沖縄・奄美から西日本にかけて雨が

降り、沖縄・奄美の一部では雷を伴った。九州の一部では大雨となり、暴風や強風となったところもあ

った。26 日は、九州付近の低気圧が東海沖へ進んだ。また、日本海中部の低気圧が北東へ進んだ。

北海道の一部を除いて全国的に雨が降り、沖縄・奄美の一部では雷を伴った。北陸や北海道では

強風となったところもあった。27 日は、東海沖の低気圧が東へ進んだ。また、釧路沖に低気圧が発

生した。東日本から北日本にかけて雨が降った。 

 

前線の影響で、南西諸島で大雨（28 日～30 日） 

 28 日は、湿った空気の影響で、沖縄・奄美で雨が降り、一部で大雨となり、雷を伴ったところもあっ

た。その他の地方は高気圧に覆われて概ね晴れた。29 日は、華中の前線が九州の南海上へのび、

沖縄・奄美から九州にかけて雨が降った。沖縄・奄美の一部では大雨となり、雷を伴ったところもあっ

た。その他の地方は高気圧に覆われて概ね晴れた。30 日は、華中から日本の南海上へのびる前線

上に低気圧が発生し、種子島付近から日本の南海上へ進んだ。沖縄・奄美から西日本にかけてお

よび東日本の太平洋側の一部で雨が降り、沖縄・奄美と関東の一部では雷を伴った。九州では大雨

となったところもあった。 

 

 

5 月 

前線上の低気圧が本州南岸から三陸沖へ進み、太平洋側で大雨（1 日～4 日） 

 1 日は、前線が華中から日本の南海上へのび、前線上に発生した低気圧が九州の西海上から東

へ進んだ。沖縄・奄美から東日本にかけての太平洋側で雨が降り、沖縄・奄美の一部では雷を伴っ

た。沖縄・奄美および東海地方では大雨となったところもあった。2 日は、九州の南部付近の低気圧

が東海沖へ進み、伴う前線が南西諸島を通過した。沖縄・奄美から東日本にかけて雨が降り、大雨

となったところもあった。沖縄・奄美の一部では雷を伴った。3 日は、東海沖の低気圧が関東付近へ

進んだ。また、日本海中部に低気圧が発生して北東へ進んだ。本州を中心に雨が降り、関東から東

北地方にかけての一部では大雨となった。関東では雷を伴ったところもあった。4 日は、関東付近の

低気圧が三陸沖を北へ進んだ。また、日本海中部の低気圧が秋田沖に進み消滅した。山陰および

東日本から北日本にかけて雨が降り、東日本の一部では雷を伴った。北日本では大雨となったとこ

ろもあった。北海道の一部では強風となった。 

  

低気圧および上空の寒気の影響をうける（5 日～12 日） 

 5日は、上空に寒気を伴った低気圧が日本海北部を北へ進んだ。近畿から北海道にかけての一部

で雨が降り、近畿と東海地方の一部では雷を伴った。6 日は、上空に寒気を伴った低気圧が日本海
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西部から北海道付近へ進んだ。西日本から北日本にかけて雨が降り、一部で雷を伴った。7 日は、

上空の寒気の影響で、西日本の一部および北海道で雨が降り、西日本の一部では雷を伴った。8 日

は、上空の寒気の影響で、北日本の一部で雨が降った。9 日は、華中から日本の南海上へのびる前

線の影響で、沖縄・奄美で雨が降り、一部で雷を伴った。また、上空の寒気の影響で、中国地方から

東北地方にかけて雨が降り、一部で雷を伴った。10 日は、上空の寒気の影響で、東日本から北日本

にかけての一部で雨が降り、東日本の一部では雷を伴った。11日は、上空の寒気の影響で、山陰か

ら北陸にかけておよび北日本の一部で雨が降った。12 日は、北海道の東海上の低気圧の影響で、

山陰から東北地方にかけての日本海側で雨が降った。北海道の一部では雨や雪が降り、強風とな

ったところもあった。 

  

前線上の低気圧が本州を東へ進み、九州南部で大雨（13 日～16 日） 

 13 日は、華中から沖縄本島付近にのびる前線の影響で、沖縄・奄美で雨が降った。その他の地方

は高気圧に覆われて概ね晴れた。14 日は、華中から東シナ海にのびる前線上に低気圧が発生して、

東シナ海から九州の西海上へ進んだ。沖縄・奄美から西日本にかけて雨が降った。沖縄・奄美の一

部では雷を伴い、大雨となったところもあった。15 日は、九州付近の低気圧が、西日本を通過して関

東付近へ進んだ。また、日本海西部に低気圧が発生して、東へ進んだ。全国的に雨が降り、沖縄・

奄美の一部では雷を伴った。16 日は、沖縄本島付近の前線の影響で、沖縄・奄美で雨が降り、一部

で雷を伴った。また、三陸沖から北海道の東海上へ進む低気圧と、日本海北部からオホーツク海へ

進む低気圧の影響で、北陸の一部および北日本の一部で雨が降った。 

  

前線と上空の寒気の影響を受ける（17 日～18 日） 

 17 日は、沖縄本島付近の前線と日本海西部の上空の寒気を伴った低気圧の影響で、沖縄・奄美

および西日本から北日本にかけての一部で雨が降り、一部で雷を伴った。18 日は、日本海中部の

低気圧および、関東付近で発生し北東へ進んだ低気圧の影響により、東日本および東北地方の一

部で雨が降り、東日本の一部では雷を伴った。 

  

低気圧と前線が本州南岸を通過（19 日～24 日） 

 19 日は、東シナ海の前線の影響で、沖縄・奄美で雨が降った。その他の地方は高気圧に覆われて

概ね晴れた。20 日は、華南から日本の南海上へのびる前線上の低気圧が沖縄本島付近を通過した

ため、沖縄・奄美から西日本の太平洋側にかけて雨が降り、沖縄・奄美の一部では大雨となった。21

日は、低気圧が日本の南海上を北東へ進んだ。沖縄・奄美から西日本にかけての一部で雨が降っ

た。22 日は、日本の南海上の低気圧が北東へ進んだ。東海地方から東北地方にかけての太平洋側

で雨が降り、関東の一部では雷を伴った。伊豆諸島では暴風や強風となったところもあった。23 日は、

関東の東海上の低気圧が北海道の東海上へ進んだ。関東から東北地方にかけての太平洋側およ

び北海道の一部で雨が降った。24 日は、北海道の東海上の低気圧が北東へ進み、北海道の一部

で雨が降った。 

  

上空の寒気や気圧の谷の影響を受ける（25 日～31 日） 

 25 日は、気圧の谷の影響により九州から北海道にかけての一部で雨が降った。北日本の一部で

は雷を伴った。26 日は、九州の南海上の低気圧の影響で、南西諸島で雨が降った。また、釧路沖に

低気圧が発生して北東へ進み、北日本で雨が降り、北海道の一部では雷を伴った。27 日は、九州

の南海上の低気圧の影響で、沖縄・奄美の一部で雨が降った。また、大気の状態が不安定となり、

西日本から北日本にかけての一部で雨が降り、雷を伴ったところもあった。28 日は、湿った空気の影

響で、沖縄・奄美で雨が降り、一部で大雨となった。また、上空に寒気を伴った低気圧の影響で、近

畿の一部および関東甲信から東北地方にかけて雨が降り、雷を伴ったところもあった。29 日は、上空

の寒気の影響で、西日本から北日本にかけての一部で雨が降り、西日本から東日本にかけての一

部で雷を伴った。東日本では大雨となったところもあった。また、湿った空気の影響で、沖縄・奄美の

一部で雨が降った。30 日は、上空の寒気の影響で、関東の一部および北海道の一部で雨が降り、
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雷を伴ったところもあった。また、気圧の谷の影響で、九州の一部で雨が降った。31 日は、沖縄本島

付近の前線の影響で、沖縄・奄美で雨が降り、一部で雷を伴い、大雨となったところもあった。また、

大気の状態が不安定となり、西日本から東日本にかけての一部で雨が降った。 

 

 

6 月 

沖縄本島付近に停滞した前線と台風第 3 号の影響で、南西諸島で大雨、沖縄・奄美および伊

豆諸島で暴風（1 日～7 日） 

 1 日から 3 日は、先島諸島から沖縄本島付近にかけて前線が停滞したため、沖縄から東北地方に

かけての一部で雨が降り、雷を伴ったところもあった。沖縄・奄美の一部では大雨となった。4 日は、

引き続き沖縄本島付近に前線が停滞し、また、台風第 3 号が沖縄の南海上を北へ進んだ。沖縄から

九州にかけて雨が降り、沖縄・奄美の一部では大雨となった。5日は、台風第3号が沖縄の南海上か

ら本州南岸へ進んだ。また、九州の南海上の前線が東海沖まで北上した。沖縄・奄美から東日本の

太平洋側にかけて雨が降り、沖縄の一部では大雨となり、暴風や強風となったところもあった。6 日は、

台風第 3 号が関東の東海上で温帯低気圧に変わり、三陸沖を北東へ進んだ。東日本から北日本に

かけて雨が降り、北日本の一部では雷を伴った。伊豆諸島では暴風や強風となったところもあった。

7 日は、三陸沖の低気圧が北東へ進み、また、前線が華中から九州の南海上へのびた。沖縄から九

州にかけて、および北日本の一部で雨が降った。 

 

本州南岸に前線が停滞し、前線上の低気圧が四国沖を東へ進み、南西諸島および四国で大雨

（8 日～10 日） 

 8 日は、華中から日本の南海上にのびる前線上に低気圧が発生し、四国沖を東へ進んだ。西日本

から東日本にかけて雨が降り、一部で雷を伴った。西日本では大雨となったところがあった。9 日は、

華中から本州南岸にのびる前線上の低気圧が、東海沖から関東の東海上へ進んだ。沖縄から東北

地方にかけて雨が降り、沖縄・奄美の一部では雷を伴い、大雨となったところもあった。10 日は、沖

縄・奄美に前線が停滞した影響で、沖縄・奄美で雨が降り、一部で雷を伴い、大雨となったところもあ

った。また、低気圧が関東の東海上から三陸沖へ進み、東日本から北日本にかけて雨が降った。 

 

沖縄本島付近に前線が停滞し、沖縄から九州にかけておよび伊豆諸島で大雨（11 日～14 日） 

 11 日から 12 日は、前線が沖縄本島付近に停滞し、前線上に低気圧が発生して九州の南海上から

本州南岸へ進んだ。沖縄・奄美から東日本にかけての太平洋側で雨が降り、沖縄・奄美から九州に

かけての一部では雷を伴った。沖縄・奄美および伊豆諸島では大雨となったところもあった。13 日か

ら 14 日は、前線が華南から関東の東海上に停滞した。沖縄・奄美および東日本の一部で雨が降っ

た。 

 

前線を伴った低気圧が九州の西海上から日本海西部へ進み、西日本から東日本にかけて大雨

（15 日～17 日） 

 15 日は、華南から日本の南海上に前線がのび、前線上に発生した低気圧が九州の西海上から西

日本へ進んだ。沖縄・奄美から西日本にかけて雨が降り、西日本の一部では雷を伴い、大雨となっ

たところもあった。16 日は、低気圧が西日本から日本海中部へ進み、伴う前線が西日本から東日本

に達した。九州から東北地方にかけて雨が降り、九州から甲信地方にかけての一部では雷を伴い、

大雨となったところもあった。17 日は、日本海中部の低気圧が釧路沖へ進み、また、九州の西海上

から関東の東海上に前線が停滞した。西日本から北日本にかけて雨が降り、九州の一部で大雨とな

った。 

 

台風第 4 号と本州付近に停滞する前線の影響で、全国的に大雨、一部で暴風（18 日～22 日） 

 18 日は、台風第 4 号が沖縄の南海上から沖縄本島付近へ進み、西日本付近に前線が停滞した。

沖縄・奄美から西日本にかけて雨が降り、西日本の一部では雷を伴い、大雨となったところもあった。
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沖縄の一部では暴風や強風となった。19 日は、台風第 4 号が九州の南海上から北東へ進み、17 時

過ぎに和歌山県南部に上陸し、20 時過ぎに愛知県東部に再上陸した。沖縄から東北地方にかけて

雨が降り、一部で大雨となった。沖縄では雷を伴ったところもあった。沖縄・奄美から東日本にかけて

の一部では暴風や強風となった。20 日は、台風第 4 号が三陸沖で温帯低気圧に変わり、本州南岸

を通って東シナ海へのびる前線を伴って北東へ進んだ。南西諸島および東日本から北日本にかけ

て雨が降り、一部で大雨となり、暴風や強風となったところもあった。21 日は、東シナ海から東海沖に

のびる前線上に低気圧が発生し、九州の西海上を東へ進んだ。沖縄・奄美から東日本にかけて雨

が降り、沖縄・奄美の一部では雷を伴い、沖縄・奄美から西日本にかけて大雨となったところもあった。

また、釧路沖の低気圧の影響で、北日本の一部では雨が降った。22 日は、東海沖の低気圧が東シ

ナ海へのびる前線を伴って三陸沖へ進んだ。沖縄・奄美から東日本にかけて雨が降り、東日本の一

部では大雨となった。 

 

前線の影響により、西日本で大雨（23 日～30 日） 

 23 日は、九州の南海上の前線が北上し、九州に達した。沖縄から九州にかけて雨が降り、雷を伴

ったところがあった。また、九州の一部では大雨となった。24 日から 25 日は、九州の西海上から日本

の南海上に前線がほぼ停滞し、前線上の低気圧が九州の西海上から四国沖へ進んだ。西日本で

雨が降り、九州では大雨となり、一部で雷を伴った。26 日から 27 日は、前線が華中から九州を通っ

て日本の東海上へのび、ほぼ停滞した。沖縄・奄美から西日本にかけての太平洋側で雨が降り、沖

縄・奄美の一部で雷を伴い、九州南部では大雨となった。28 日は、華中から日本の東海上へのびる

前線上に低気圧が発生して、四国沖から東海沖へ進んだ。西日本の太平洋側で雨が降った。29 日

から 30 日にかけて、華北から九州の西海上にのびる前線上に低気圧が発生し、華北から日本海西

部へ進み、伴う前線が西日本を通過した。西日本で雨が降り、九州の一部で雷を伴い、大雨となっ

たところもあった。 

 

 

7 月 

華中から関東の東海上にのびる前線の影響で、九州や東日本で大雨（1 日～4 日） 

 1 日は、華中から関東の東海上にのびる前線の影響で、西日本から東日本にかけて雨が降った。

九州の一部では雷を伴い、大雨となったところもあった。2 日は、華中から関東の東海上に前線が停

滞した。この前線上に発生した低気圧が東海沖から東へ進み、関東の東海上に達した。関東から東

北地方にかけての一部や九州で雨が降り、九州の一部では雷を伴い、大雨となったところもあった。

3 日は、華中から関東の東海上に前線が停滞したため、西日本から東日本にかけて雨が降り、一部

で雷を伴い、大雨となったところもあった。4 日は、華中から西日本に前線が停滞したため、西日本の

一部や関東の一部で雨が降り、雷を伴ったところもあった。 

  

西日本から東日本に前線が停滞したあと、九州の南海上まで南下し、全国各地で大雨（5 日

～9 日） 

 5 日は、華中から西日本に前線が停滞した。また、日本海中部に低気圧が発生して北海道へ進ん

だ。全国的に雨のところが多く、一部で雷を伴った。中国地方や東北地方では大雨となったところも

あった。6 日は、西日本から東日本にかけて前線が停滞した。また、低気圧が日本海西部で発生し、

東へ進んだ。九州から東北地方にかけて雨が降り、西日本と東日本の一部では雷を伴い、大雨とな

ったところもあった。7 日は、西日本から東日本にかかる前線が本州南岸へ南下した。また、日本海

中部の低気圧は東へ進んだあと消滅し、関東の東海上に低気圧が発生した。九州から東北地方に

かけて雨が降り、一部で雷を伴い、大雨となったところもあった。8 日は、九州の南海上に停滞した前

線の影響で、沖縄・奄美で雨が降り、一部で雷を伴い、大雨となったところもあった。また、関東の東

海上の低気圧の影響で、東日本から北日本にかけての一部で雨が降った。9 日は、九州の南海上

に停滞した前線の影響で、沖縄・奄美で雨が降り、一部で雷を伴い、大雨となったところもあった。ま

た、日本海北部から網走沖へ進んだ低気圧の影響で、北海道で雨が降った。 
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西日本から北日本に前線が停滞し、西日本から東日本にかけて、および北海道で大雨（10 日

～14 日） 

 10 日は、九州の南海上の前線が九州南部まで北上し、南西諸島で雨が降り、一部では雷を伴った。

その他の地方は概ね晴れた。11 日は、前線が、九州南部から山陰沖まで北上した。西日本から東

日本の一部にかけて雨が降り、九州の一部では雷を伴い、大雨となったところもあった。12 日は、西

日本から北日本にかけて前線が停滞したため、全国的に雨が降り、九州から関東にかけて、および

北海道では大雨となったところがあった。また、西日本から東日本にかけての一部では雷を伴った。

13 日から 14 日にかけて、引き続き西日本から北日本にかけて前線が停滞した。北日本の一部や西

日本から東日本にかけて雨が降り、一部で雷を伴った。九州の一部や東日本の一部では大雨となっ

た。 

 

西日本から北日本に停滞した前線と台風第 7 号の影響で、沖縄から九州にかけて、および東

北地方で大雨（15 日～19 日） 

 15 日は、西日本から北日本に前線が停滞した。近畿の一部から北陸にかけての一部および東北

地方で雨が降り、一部で雷を伴い、大雨となったところもあった。16 日は、対馬海峡から北日本にか

けて前線が停滞した。九州および東北地方で雨が降り、一部で大雨となった。九州では雷を伴った

ところもあった。17 日は、台風第 7 号が九州の南海上を北西へ進み、沖縄から九州の太平洋側にか

けて雨が降り、一部で大雨となった。また、北日本に前線が停滞したため、関東から東北地方にかけ

て雨が降り、一部で雷を伴った。18 日は、台風第 7 号が九州の西海上を北上した。沖縄から九州に

かけて雨が降り、一部で雷を伴い、大雨となったところもあった。また、湿った空気の影響で、関東の

一部で雨が降り、雷を伴ったところもあった。19 日は、湿った空気の影響で、沖縄から中国地方にか

けて雨が降り、一部で雷を伴い、西日本では大雨となったところがあった。 

 

湿った空気の影響で、西日本から東日本にかけて大雨（20 日～22 日） 

 20 日は、湿った空気の影響で、西日本から東日本にかけて雨が降り、一部で雷を伴い、大雨とな

ったところもあった。21 日から 22 日にかけても、湿った空気の影響で、西日本から東日本にかけて雨

がふり、大雨となったところもあった。西日本の一部では雷を伴った。 

 

湿った空気の影響を受ける（23 日～30 日） 

 23 日は、湿った空気の影響で、西日本から東日本にかけての一部で雨が降り、九州では雷を伴っ

たところもあった。24 日から 25 日にかけて、大気の状態が不安定となり、西日本の一部で雨が降り、

雷を伴ったところもあった。また、上空の気圧の谷の影響で、北日本の一部で雨が降った。26 日は、

大気の状態が不安定となり、沖縄から東北にかけての一部で雨が降り、近畿では雷を伴ったところも

あった。その他の地方は概ね晴れた。27 日は、湿った空気の影響で、沖縄から九州にかけての一部

で雨が降り、九州では雷を伴ったところもあった。その他の地方は概ね晴れた。28 日から 29 日にか

けて、湿った空気の影響で、西日本から東日本にかけての一部で雨が降り、雷を伴ったところもあっ

た。その他の地方は概ね晴れた。30 日は、湿った空気の影響で、西日本から北日本にかけての一

部で雨が降り、雷を伴ったところもあった。 

 

台風第 9 号の影響で沖縄・奄美で雨、前線の影響で北海道で大雨（31 日） 

 31 日は、台風第 9 号が沖縄の南海上を北上したため、沖縄・奄美で雨が降った。また、華中から渤

海を通り千島近海にのびる前線の影響で、北海道で雨が降り、一部で雷を伴い、大雨となったところ

もあった。 
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8 月 

台風第 9 号および台風第 10 号の影響で、西日本で大雨、沖縄・奄美および西日本で暴風（1

日～2 日） 

 1 日は、台風第 9 号が沖縄の南海上を北上した。また、台風第 10 号が本州南岸を西北西へ進み、

15 時過ぎに鹿児島県屋久島付近を通過したあと、九州の西海上へ進んだ。沖縄・奄美および西日

本の太平洋側で雨が降り、一部で大雨となり、暴風や強風となったところもあった。また、日本海中部

から北海道を通って千島の東海上にのびる前線の影響で、北海道で雨が降った。2 日は、東シナ海

を北西へ進む台風第 9 号と、九州の西海上から黄海へ進む台風第 10 号の影響で、沖縄・奄美およ

び西日本の太平洋側で雨が降った。沖縄・奄美では暴風や強風となったところもあった。 

 

台風第 11 号と北日本の前線の影響で沖縄と伊豆諸島および東北地方で大雨、沖縄・奄美で暴

風（3 日～7 日） 

 3 日は、台風第 11 号が日本の南海上で発生して西へ進み、4 日に九州の南海上へ進んだ。沖縄・

奄美および西日本の太平洋側の一部で雨が降った。5 日は、台風第 11 号が九州の南海上を北西

へ進んだ。沖縄・奄美および西日本の太平洋側で雨が降り、一部で大雨となった。沖縄・奄美では

強風となったところがあった。また、日本海中部から北日本を通って三陸沖へのびる前線の影響で、

北海道で雨が降った。6 日は、台風第 11 号が九州の南海上を北西へ進んだ。また、東海沖に低気

圧が発生して北東へ進んだ。全国的に雨が降ったところが多く、一部で雷を伴った。沖縄・奄美およ

び伊豆諸島と北日本では大雨となったところもあった。沖縄・奄美の一部では暴風や強風となった。

7 日は、台風第 11 号が東シナ海を北西へ進んだため、沖縄・奄美で雨が降った。また、大気の状態

が不安定となり、全国的に雨が降ったところがあった。 

 

湿った空気の影響をうけ、西日本から東日本で大雨（8 日～12 日） 

 8 日は、湿った空気の影響で、沖縄・奄美から九州にかけて雨が降り、一部で大雨となり、雷を伴っ

たところもあった。9 日は、湿った空気の影響で、沖縄・奄美から九州にかけて雨が降り、雷を伴った

ところもあった。また、日本の東海上の台風第 12 号が北西へ進み、東北地方から北海道にかけての

一部で雨が降った。10 日は、湿った空気の影響で、沖縄・奄美から東日本にかけての一部で雨が降

り、大雨となったところや、雷を伴ったところもあった。また、台風第 12 号は 15 時に千島近海で温帯

低気圧に変わりオホーツク海へ進んだため、北海道で雨が降った。11 日は、上空の寒気と湿った空

気の影響で、沖縄・奄美から東日本にかけて雨が降り、一部で雷を伴い、大雨となったところもあっ

た。12 日は、湿った空気の影響で、西日本から東日本にかけての一部で雨が降り、西日本の一部で

雷を伴った。 

 

本州付近の前線の影響で、西日本から東日本で大雨（13 日～19 日） 

 13 日は、黄海から東北地方を通って三陸沖へのびる前線の影響で、九州から北海道にかけての

日本海側で雨が降り、一部で雷を伴った。西日本から東日本にかけての一部では大雨となった。14

日は、本州に前線が停滞したため、九州から東北地方にかけて雨が降り、一部で雷を伴い、大雨と

なったところもあった。15 日は、東日本に停滞していた前線が北海道まで北上した。東日本を中心に

雨が降り、一部で雷を伴い、大雨となったところもあった。16 日は、前線が北日本を通過したため、北

日本で雨が降った。また、湿った空気の影響で、沖縄で雨が降り、一部で雷を伴った。17日は、上空

の寒気の影響で全国的に雨の降ったところがあり、雷を伴ったところもあった。18 日は、気圧の谷の

影響で、近畿から東北にかけてを中心に雨が降り、一部で雷を伴った。19 日は、湿った空気の影響

により、沖縄・奄美から東日本にかけての一部で雨が降り、西日本の一部では雷を伴った。 

 

湿った空気や北日本の前線の影響で西日本および北日本で大雨（20 日～23 日） 

 20 日は、湿った空気の影響により、沖縄・奄美から西日本にかけての一部で雨が降り、一部で雷を

伴い、大雨となったところもあった。また、日本海北部から北海道を通って千島の東海上へのびる前
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線の影響で、北日本で雨が降り、一部で雷を伴い、大雨となったところもあった。21 日から 22 日にか

けて、湿った空気の影響により、沖縄・奄美および西日本の太平洋側で雨が降り、一部で雷を伴い、

大雨となったところもあった。23 日は、日本海西部から北日本を通って北海道の東海上へのびる前

線の影響で、北日本で雨が降り、一部で雷を伴った。また、湿った空気の影響により、沖縄・奄美お

よび西日本の太平洋側で雨が降り、一部で雷を伴い、大雨となったところもあった。 

 

台風第 15 号の影響で沖縄・奄美から西日本にかけて大雨、沖縄・奄美で暴風（24 日～28 日） 

 24 日は、日本の南海上を北西へ進む台風第 15 号から湿った空気が流れ込み、沖縄・奄美および

西日本の太平洋側で雨が降り、一部で雷を伴った。また、気圧の谷の影響により、北日本の一部で

雨が降り、雷を伴ったところもあった。25 日から 26 日にかけて、台風第 15 号が日本の南海上を北西

に進み、26 日 21 時頃に沖縄県沖縄本島付近を通過した。沖縄・奄美および西日本の太平洋側で

雨が降り、沖縄・奄美の一部では大雨となり、暴風や強風となったところがあった。また、大気の状態

が不安定となり、北日本で雨が降り、雷を伴ったところもあった。27 日から 28 日にかけて、台風第 15

号が九州の南海上から朝鮮半島へ進み、台風第 14 号が沖縄の南海上を北東へ進んだ。沖縄・奄

美および西日本の太平洋側で雨が降り、一部で大雨となった。沖縄から九州にかけて暴風や強風と

なったところもあった。 

 

台風第 14 号の影響を受ける（29 日～31 日） 

 29 日は、台風第 14 号が東シナ海を北上した。沖縄・奄美から西日本にかけて雨が降り、九州の一

部では雷を伴った。30 日は、台風第 14 号が九州の西海上から北東へ進み、朝鮮半島で温帯低気

圧に変わった。九州から東北地方にかけての日本海側で雨が降り、一部で雷を伴った。31 日は、日

本海西部を東へ進む低気圧の影響で、西日本から東日本にかけての一部で雨が降り、雷を伴った

ところもあった。 

 

 

9 月 

湿った空気と上空の寒気の影響を受けて関東で大雨（1 日～4 日） 

 1 日は、湿った空気と上空の寒気の影響で、西日本から東日本にかけて雨が降り、近畿や北陸の

一部では雷を伴い、関東の一部では大雨となった。2日から3日にかけては、上空の寒気の影響で、

九州から東北地方にかけて雨が降り、一部で雷を伴った。関東の一部では大雨となったところもあっ

た。4 日は、湿った空気と上空の寒気の影響で、西日本の一部および東日本から北日本にかけて雨

が降った。また、西日本から北日本にかけての一部で雷を伴った。 

  

前線の影響により各地で大雨（5 日～11 日） 

 5 日は、前線が東シナ海から対馬海峡を通り日本海中部にかけてのびた。沖縄から近畿にかけて

雨が降り、雷を伴ったところがあった。九州の一部では大雨となった。また、上空の寒気の影響で北

日本でも雨が降り、一部で雷を伴った。6 日は、西日本から北日本にかけて前線が通過したため、全

国的に雨が降り、一部で雷を伴った。北陸では大雨となったところもあった。7 日は、上空の寒気の

影響で、西日本から東日本にかけての一部で雨が降り、西日本の一部では雷を伴った。8 日は、華

中から日本海中部にかけて前線がのび、九州から近畿にかけて雨が降り、雷を伴ったところもあった。

九州の一部では大雨となった。9 日は、華中から対馬海峡を通り北日本にかけて前線がのびた。西

日本の一部および北日本で雨が降り、近畿の一部で雷を伴った。九州の一部および北日本の一部

では大雨となったところがあった。10 日は、西日本から北日本にかけて前線が停滞した。九州北部

から北陸にかけて、および北日本で雨が降り、西日本の一部で雷を伴った。北日本では大雨となっ

たところがあった。11 日は、低気圧が日本海中部から北海道付近へ進んだ。西日本、および北陸か

ら北海道にかけて雨が降り、雷を伴ったところがあった。四国の一部では大雨となった。 
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関東の東海上を熱帯低気圧が北へ進む（12 日～13 日） 

 12 日は、関東の東海上を熱帯低気圧が北へ進んだ。また、北海道付近の低気圧がほとんど停滞

したあと消滅した。関東から東北地方にかけての太平洋側と北海道で雨が降り、雷を伴ったところが

あった。13 日は、関東の東海上を北へ進んだ熱帯低気圧と湿った空気の影響で、四国の一部や北

海道の一部で雨が降った。 

 

台風第 16 号で沖縄・奄美から東日本にかけて大雨や暴風、前線の影響により北海道で大雨（14

日～19 日） 

 14 日は、前線が東シナ海から日本海北部にかけてのびた。また、台風第 16 号がフィリピンの東海

上を北へ進んだ。沖縄から東海地方にかけて雨が降り、一部で雷を伴った。四国では大雨となった

ところもあった。15 日は、前線が東シナ海から北海道にのび、台風第 16 号が沖縄の南海上を北上し

た。沖縄・奄美から近畿にかけて雨が降り、雷を伴い、大雨となったところもあった。また、沖縄・奄美

では、暴風や強風となったところがあった。16 日は、台風第 16 号が沖縄近海を北上し、07 時半頃沖

縄本島付近を通過した後も北上を続け、九州の西海上に達した。また、前線が黄海から千島近海に

のびた。沖縄から関東にかけて、および北海道で雨が降り、一部で大雨となった。沖縄・奄美では、

暴風や強風となったところがあった。17 日は、台風第 16 号が九州の西海上から日本海西部へ進ん

だ。九州から関東にかけて雨が降り、一部で大雨となり、暴風や強風となったところがあった。また、

雷を伴ったところがあった。北海道は前線の影響で雨の降ったところがあった。18 日は、台風第 16

号が沿海州で温帯低気圧に変わり、前線が西日本から千島近海にのびた。四国から関東にかけて

雨が降り、一部で雷を伴い、大雨となったところもあった。19 日は、山陰沖から千島近海にのびる前

線の影響で、東日本から北日本にかけて雨が降り、大雨となったところがあった。関東の一部では雷

を伴った。 

 

本州南岸を進む低気圧や北海道付近の低気圧により、東日本から北日本にかけて大雨（20 日

～25 日） 

 20 日は、気圧の谷の影響により北日本で雨が降った。21 日は、気圧の谷の影響で、近畿から東北

地方にかけて雨が降り、関東の一部で雷を伴った。22 日は、華南から日本の南海上に前線がのび、

前線上の九州の南海上に低気圧が発生し、北東へ進んだ。沖縄・奄美から関東にかけての太平洋

側を中心に雨が降った。23 日は、低気圧が四国の南海上から関東の東海上へ進んだ。全国的に雨

が降り、関東から東北地方にかけての一部では大雨となった。北海道では雷を伴ったところがあった。

24 日は、低気圧が関東の東海上から北海道の東海上へ進み、伴う前線が南西諸島にのびた。沖

縄・奄美、および山陰から北海道にかけて雨が降り、一部で雷を伴った。25 日は、北海道付近の低

気圧がほとんど停滞した。北日本では雨が降り、雷を伴ったところがあった。北海道の一部では大雨

となった。また、湿った空気の影響で関東でも雨が降った。 

 

台風第 17 号と台風第 18 号により各地で大雨や暴風（26 日～30 日） 

 26 日は、台風第 18 号が小笠原諸島を北東へ進み、伊豆諸島では前線が停滞した。伊豆諸島や

小笠原諸島では雨が降り、強風となったところがあった。また、湿った空気の影響で北海道で雨が降

った。27 日は、台風第 18 号が関東の東海上を北へ進んだ。伊豆諸島や小笠原諸島では雨が降り、

伊豆諸島では暴風や強風となったところがあった。28 日は、台風第 18 号が関東の東海上を北東へ

進み、関東から北海道にかけての太平洋側で雨が降り、伊豆諸島では暴風や強風となったところが

あった。また、台風第 17 号が沖縄の南海上を北東へ進み、沖縄・奄美から九州にかけて雨が降り、

沖縄では大雨、暴風や強風となったところがあった。29日は、台風第17号が沖縄本島付近から九州

の南海上へ進み、沖縄から北陸にかけて雨が降り、沖縄から九州にかけての一部で大雨となり、暴

風や強風となったところがあった。30 日は、台風第 17 号が本州南岸を北東に進み、15 時頃和歌山

県潮岬付近を通過、17 時半頃には三重県志摩半島付近を通過、19 時頃愛知県東部に上陸したあ
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と、東日本から北日本を北上した。全国的に雨が降り、大雨となったところがあった。また、暴風や強

風となったところがあった。 

 

 

10 月 

台風第 17 号の影響により北日本で大雨や暴風、その後高気圧に覆われる（1 日～2 日） 

 1日は、台風第17号が釧路沖から千島の東海上へ進んで温帯低気圧に変わり、また、前線が北日

本を通過した。山陰から北陸にかけておよび北日本で雨が降り、北日本の一部では大雨や暴風、強

風となった。2 日は、気圧の谷の影響により北日本を中心に雨が降り、北海道の一部では大雨となっ

た。その他の地方は高気圧に覆われて概ね晴れた。 

  

台風第 19 号の影響により、伊豆諸島で大雨や暴風（3 日～4 日） 

 3 日は、台風第 19 号が小笠原諸島を北上した。山陰および、東日本から北日本にかけての一部で

雨が降り、雷を伴ったところもあった。伊豆諸島の一部では大雨や強風となった。4 日は、三陸沖で

台風第 19 号が温帯低気圧に変わり、北海道の東海上へ進んだ。西日本から北日本にかけての一

部で雨が降り、関東の一部では暴風となった。 

  

寒気を伴った気圧の谷や低気圧により近畿から北海道で雨、その後高気圧に覆われる（5 日

～9 日） 

 5 日は、寒気を伴った気圧の谷が北日本を通過し、北日本の一部で雨が降った。6 日は、本州南

岸に低気圧が発生し、北東へ進んだ。近畿から北海道にかけて雨が降り、北海道の一部では雷を

伴った。7日は、低気圧が関東の東海上から北海道の東海上へ進んだ。東日本から北日本にかけて

を中心に雨が降り、北日本の一部では雷を伴った。8 日から 9 日にかけて、高気圧に覆われ概ね晴

れた。 

  

低気圧が日本海を通過、北陸で大雨（10 日～13 日） 

 10 日は、低気圧が朝鮮半島から日本海中部へ進んだ。西日本の一部や関東の一部、北海道の一

部で雨が降り、北海道では雷を伴ったところもあった。11 日は、日本海北部の低気圧が北東へ進み、

伴う前線が西日本から北日本に達した。西日本から北日本にかけて雨が降り、北陸の一部では大雨

となった。12 日は、北海道の低気圧の影響で、北日本で雨が降り、北海道の一部では雷を伴った。

13 日は、北海道の低気圧の影響で、北日本で雨が降った。また、湿った空気の影響で、沖縄で雨が

降り、一部で雷を伴った。 

 

台風第 21 号や低気圧の影響により、沖縄・奄美から東日本にかけて大雨、暴風（14 日～19

日） 

 14 日は、台風第 21 号が日本の南海上を北上し、南西諸島で雨が降り、一部で雷を伴った。また、

日本海北部の低気圧がサハリンの西海上へ進み、伴う前線が北日本に達したため、北海道で雨が

降った。15 日は、台風第 21 号が日本の南海上でほぼ停滞し、南西諸島で雨が降り、一部で大雨と

なり強風となったところもあった。また、低気圧がサハリンの西海上を北へ進み、伴う前線が北日本を

通過したため、北日本で雨が降った。その他の地方は高気圧に覆われて概ね晴れた。16 日は、台

風第 21 号が日本の南海上でほぼ停滞し、前線が九州の南海上から日本の東海上へのびた。このた

め、沖縄から四国にかけての太平洋側で雨が降った。また、オホーツク海の低気圧の影響で、北海

道の一部で雨が降り、一部で雷を伴った。17 日は、台風第 21 号が沖縄の南海上を北上し、前線が

九州の西海上から九州を通り、関東の東海上へのびた。また、日本海西部の低気圧が北東へ進み、

伴う前線が北日本に達した。このため、全国的に雨が降り、沖縄・奄美から東日本にかけての太平洋

側の一部で大雨となった。沖縄・奄美の一部では暴風や強風となった。18 日は、台風第 21 号が九

州の南海上から本州南岸へ進み、三陸沖から北海道の東海上へ進む低気圧に伴う前線が本州南

岸にのびた。全国的に雨が降り、南西諸島および伊豆諸島の一部では大雨となった。南西諸島で
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は暴風や強風となったところもあった。19 日は、台風第 21 号が本州南岸から関東の東海上へ進み

温帯低気圧に変わった。関東で雨が降り、暴風や強風となったところもあった。伊豆諸島の一部で大

雨となった。また、北日本は冬型の気圧配置となり、北日本の日本海側で雨が降った。 

  

低気圧が日本海を通過し、西日本から東日本にかけて大雨（20 日～26 日） 

 20 日は、低気圧が日本海北部から網走沖へ進み、北日本で雨が降った。その他の地方は高気圧

に覆われて概ね晴れた。21 日は、低気圧が網走沖から千島の東海上へ進み、伴う前線が北日本を

通過した。北日本で雨が降り、一部で強風となった。22 日は、黄海の低気圧が日本海中部へ進み、

伴う前線が西日本および北海道に達した。西日本および北海道で雨が降り、近畿の一部で雷を伴

い、北海道の一部では強風となった。23 日は、日本海中部の低気圧が網走沖へ進み、伴う前線が

西日本から北日本にかけて通過した。全国的に雨が降り、西日本から東日本にかけて大雨となった

ところもあった。近畿地方の一部では雷を伴い、北海道では強風となったところもあった。24 日は、千

島近海を北東に進む低気圧の影響により、北日本の日本海側で雨が降った。その他の地方は高気

圧に覆われて概ね晴れた。25 日は、低気圧が沿海州から北海道へ進んだ影響で、北日本で雨が降

った。その他の地方は高気圧に覆われて概ね晴れた。26 日は、北海道の東海上の低気圧の影響で、

北日本で雨が降った。また、湿った空気の影響により、九州で雨が降った。 

  

低気圧が日本海を通過し、西日本や北海道で大雨（27 日～31 日） 

 27 日は、黄海の低気圧が日本海西部へ進んだ。西日本で雨が降り、九州の一部で大雨となった。

28 日は、日本海西部の低気圧が日本海北部へ進み、伴う前線が西日本から北日本を通過した。全

国的に雨が降り、一部で大雨となった。北海道の一部では強風となった。29 日は、日本海北部を北

へ進む低気圧と東海沖から北東へ進む低気圧の影響で、東日本から北日本にかけて雨が降り、北

海道の一部では強風となった。30 日は、日本海西部の低気圧の影響で、山陰から北海道にかけて

の日本海側で雨が降った。また、三陸沖を北東に進む低気圧の影響で、北海道の一部で雨が降っ

た。31 日は、日本海中部や関東の東海上に低気圧が発生して北東へ進んだ。西日本から北日本に

かけての一部で雨が降った。 

 

 

11 月 

低気圧の影響により北日本で暴風（1 日～2 日） 

 1 日は、日本海中部の低気圧が北東に進み北海道付近に達し、伴う前線が西日本から北日本に

かけて通過した。山陰から北陸にかけて、および北日本で雨が降り、北陸と北日本では雷を伴ったと

ころがあった。2 日は、北海道付近の低気圧がほとんど停滞した後消滅し、別の低気圧が釧路沖に

発生し、北東へ進んだ。山陰から北陸にかけて、および北日本で雨が降った。北日本の一部では、

暴風や強風となった。 

  

前線や低気圧の影響により、各地で大雨、北海道で強風（3 日～9 日） 

 3 日は、千島近海の低気圧がほとんど停滞した。北陸から北海道にかけての日本海側で雨が降り、

北海道の一部では強風となった。4 日は、東シナ海から沖縄の南海上にかけて前線がのびた。対馬

海峡に低気圧が発生し、伴う前線が西日本に達した。また、千島近海の低気圧が南東へ進んだ。沖

縄・奄美から九州にかけておよび北日本の一部では雨が降り、沖縄・奄美から九州にかけて、大雨と

なったところがあった。北海道の一部では強風となった。5 日は、東シナ海から日本の南海上に前線

が停滞した。また、本州南岸と日本海西部を低気圧が北東へ進んだ。沖縄・奄美から近畿にかけて

雨が降り、一部で雷を伴った。6 日は、日本の南海上の前線上に低気圧が発生して東へ進み、沖縄

奄美で雨が降った。また、本州南岸と日本海の低気圧の影響で、近畿から北海道にかけて雨が降り、

雷を伴ったところがあった。また、関東から北海道にかけての一部で大雨となった。7 日は、関東の東

海上の低気圧が北東へ進み、北海道付近に達した。また、日本海中部の低気圧が南東に進んだ。

中国地方から北陸にかけての日本海側と北日本で雨が降った。北海道では一部で大雨となり、強風
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となったところもあった。8 日から 9 日にかけて、北日本付近にある低気圧の影響で、北陸から北海道

にかけて雨が降り、雷を伴ったところがあった。北海道の一部では大雨となった。 

  

低気圧が本州南岸と日本海を進み、近畿と北海道で大雨、九州と北海道で強風（10 日～12

日） 

 10 日は、華南から日本の南海上に前線がのび、黄海には低気圧が発生したため、沖縄・奄美から

九州にかけて雨が降った。また、三陸沖の低気圧の影響で、北陸から東北地方にかけての日本海

側を中心に雨が降った。11 日は、東シナ海から四国沖にのびる前線上に低気圧が発生して、四国

沖を東へ進んだ。また黄海の低気圧が北東へ進んで沿海州に達し、伴う前線が西日本を通過した。

沖縄・奄美から東日本で雨が降り、近畿の一部で大雨となり、雷を伴ったところがあった。また、九州

の一部で強風となった。12 日は、沿海州の低気圧が北東へ進み、前線が西日本から北日本にかけ

て通過した。また、東海沖の低気圧が三陸沖に達した。東日本から北日本で雨が降り、北海道の一

部で大雨や強風となった。 

  

寒気を伴った気圧の谷や低気圧の影響で全国的に雨（13 日～17 日） 

 13 日から 15 日にかけて、寒気を伴った気圧の谷の影響で、沖縄・奄美を除き全国的に雨が降り、

雷を伴ったところがあった。北陸では強風となったところもあった。16 日は、高気圧が朝鮮半島から

関東の南海上に移動したため、西日本から東日本を中心に晴れたが、低気圧が黄海に進んできた

ため、九州の一部で雨が降った。17 日は、九州の西海上の低気圧が関東の東海上に達し、日本海

北部の低気圧がオホーツク海に進んだ。全国的に雨が降り、九州から東海地方にかけての一部で

大雨となり、東海地方と関東では強風となったところがあった。 

  

冬型の気圧配置で北日本や日本海側で雪（18 日～21 日） 

 18 日は、三陸沖の低気圧がオホーツク海に進み、冬型の気圧配置（以下冬型と略す。）となった。

近畿から北海道にかけての日本海側で雨や雪となり、東北地方では雷を伴ったところもあった。北日

本の一部では強風となった。19 日は、黄海から日本海中部に低気圧が進み、伴う前線が北日本を

通過した。北陸から北海道にかけての日本海側で雨や雪が降り、北陸では雷を伴ったところがあっ

た。20 日は、日本海中部の低気圧が北海道の東海上に進んだ影響で、近畿の日本海側から東北

地方にかけて雨が降り、北海道では雪が降った。北陸の一部では雷を伴った。21 日は、華中から九

州の南海上に前線がのび、沖縄・奄美で雨が降った。北日本では冬型となり雪が降った。 

  

低気圧と前線の影響で全国的に雨、北日本では雪（22 日～25 日） 

 22 日は、華南から日本の南海上に前線がのび、前線上の九州の南海上に低気圧が発生した。沖

縄・奄美、および九州から関東にかけての太平洋側で雨が降った。また、北日本は日本海に発生し

た低気圧の影響で雪や雨が降った。23 日は、四国の南海上と釧路沖の低気圧が、それぞれ北東へ

進んだ。全国的に雨が降り、北海道では雪が降った。24 日は、気圧の谷の影響で、九州北部から中

国地方にかけて雨が降った。また、冬型となり、北陸から北海道にかけての日本海側で雪や雨が降

った。25 日は、黄海の低気圧や、華南から東シナ海にのびる前線の影響で九州北部から中国地方

にかけて雨が降った。また、冬型が続いた北日本では、日本海側で雪や雨が降った。 

  

低気圧により雨や雪、北日本では暴風（26 日～30 日） 

 26日は、九州の西海上の低気圧が、前線を伴いながら、西日本を通過し、三陸沖に進んだ。また、

前線を伴った低気圧が北日本を通過した。全国的に雨が降り、一部で大雨となった。北海道では雪

が降った。西日本から東日本にかけての一部で強風となった。27 日は、三陸沖の低気圧と千島近海

の低気圧が北東に進んだ。また、日本海北部の低気圧が北海道を通って千島近海に達した。近畿

から東北地方にかけての日本海側、および北海道で雨や雪が降った。また、北日本の一部で、暴風

や強風となり、北海道では雷を伴ったところもあった。28 日は、沿海州の低気圧が北東に進み、伴う

前線が北日本を通過した。北日本で雪や雨が降り、一部で雷を伴った。また、一部で強風となった。
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29 日は、日本海北部の低気圧が北東に進み、伴う前線が北日本を通過した。北陸から北海道にか

けて雪や雨が降り、東北地方では雷を伴ったところがあった。また、北海道の一部では、暴風や強風

となった。沖縄・奄美から九州にかけては、前線や低気圧の影響で雨が降った。30 日は、湿った空

気の影響により、沖縄・奄美から九州南部地方にかけて雨が降った。また、寒気の影響で近畿から

北海道にかけての日本海側で雪や雨が降った。 

 

 

12 月 

低気圧が日本海を通過し、関東や北海道で大雨、西日本から北日本にかけて暴風（1 日～8

日） 

 1 日は、冬型の気圧配置（以下冬型と略す。）となった。山陰から北海道にかけての日本海側と関

東で雨や雪が降り、関東の一部では暴風、北陸の一部では強風や大雪となった。また、先島諸島付

近に前線が発生したため、沖縄・奄美で雨が降り、沖縄の一部で大雨となった。2 日は、先島諸島付

近の前線上に低気圧が発生し、東へ進み、沖縄・奄美から東日本にかけての太平洋側を中心に雨

が降った。3 日は、中国東北区で発生した低気圧が日本海西部へ進んだ。また、四国沖に低気圧が

発生して東へ進んだ。沖縄・奄美から西日本にかけて、および関東で雨が降った。九州の一部では

強風となった。4日は、日本海中部の低気圧が北東へ進んだ。東海沖の低気圧が三陸沖へ進んだ。

西日本から北日本にかけて雪や雨が降った。北海道の一部では雷を伴い、北日本の一部では大雨

となった。北陸の一部では暴風となり、西日本や北海道では強風となったところもあった。5 日は、黄

海の低気圧が日本海西部へ進み、伴う前線が西日本に達した。また、沖縄の南海上に前線が発生

した。沖縄・奄美から西日本にかけて、および北陸から北日本にかけて雪や雨が降り、西日本の一

部では雷を伴った。北海道では強風となったところもあった。6 日は、日本海中部の低気圧が宗谷海

峡へ進み、伴う前線が西日本から北日本を通過した。西日本から北日本にかけて雪や雨が降り、一

部で雷を伴い、暴風や強風となったところもあった。7 日は、山陰沖に低気圧が発生した。また、低気

圧がサハリン付近を北上した。西日本、および北陸から北海道にかけての日本海側で雪や雨が降り、

西日本や北陸の一部では雷を伴った。北海道では暴風や強風となったところもあった。8 日は、日本

海中部の低気圧が釧路沖へ進み、伴う前線が西日本から北日本を通過した。西日本から北日本に

かけて雪や雨が降り、一部で雷を伴った。また、暴風や強風となったところもあった。 

 

冬型の気圧配置で、北陸中心に大雪（9 日～13 日） 

 9 日から 10 日にかけて、冬型となり、山陰から東北地方にかけての日本海側、および北海道で雪

や雨が降り、北陸から東北地方にかけての一部で大雪となった。また、山陰から北陸にかけての一

部では雷を伴った。西日本から北日本にかけての一部では強風となった。11 日から 12 日にかけて、

冬型が続き、沖縄・奄美、および山陰から北海道にかけての日本海側で雪や雨が降り、北陸の一部

では雷を伴い、大雪となったところもあった。13 日は、はじめ冬型で、次第に高気圧に覆われた。北

陸から北海道にかけての日本海側で雪や雨が降った。 

 

低気圧が日本海や日本の南海上を通過（14 日～17 日） 

 14 日は、黄海の低気圧が日本海西部へ進み、伴う前線が西日本にのびた。また、宗谷海峡の低

気圧が南東へ進み千島近海に達した。西日本および北日本の日本海側で雪や雨が降った。15 日

は、日本海西部の低気圧が秋田沖へ進み、伴う前線が西日本から北日本を通過した。沖縄・奄美、

九州から東海地方にかけて、および東北地方で雨が降った。16 日は、北日本を中心に冬型となり、

北陸から東北地方にかけての日本海側および北海道で雨や雪が降った。また、沖縄本島付近に発

生した前線の影響で、沖縄・奄美で雨が降った。17 日は、日本海西部に低気圧が発生して秋田沖

へ進み、日本の南海上の前線上に発生した低気圧は東へ進んだ。西日本から北日本にかけて雨や

雪が降った。 
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冬型の気圧配置で北陸を中心に大雪（18 日～27 日） 

 18 日は、秋田沖の低気圧がオホーツク海へ進み、日本付近は冬型が強まった。沖縄・奄美、およ

び山陰から北海道にかけて雨や雪が降った。19 日から 20 日にかけて、冬型となり、山陰から北海道

にかけて雨や雪が降った。21 日は、東シナ海に発生した低気圧が西日本へ進み、伴う前線が南西

諸島から九州を通過した。南西諸島から西日本にかけて雨が降った。22 日は、四国沖の低気圧が

三陸沖へ進み、沖縄本島付近の前線は東へ進んだため、全国的に雨が降った。23 日は、日本海西

部に発生した低気圧が関東の東海上へ進んだ。山陰から北海道にかけての日本海側で雨や雪が

降った。九州や北陸の一部では強風となった。24 日は、冬型となり、山陰から東北地方にかけての

日本海側で雨や雪が降り、北陸を中心に一部で大雪となった。25 日は、日本海中部に発生した低

気圧が釧路沖に進んだ。山陰から北陸および北日本で雨や雪が降り、北陸の一部では雷を伴った。

北陸や北海道の一部では暴風や強風となった。26 日は、冬型となり、山陰から北海道にかけての日

本海側で雪や雨となり、北陸では大雪となったところがあった。北陸と北海道の一部で暴風となり、北

日本の一部では強風となった。27 日は、北日本では冬型が続いた。東北地方から北海道にかけて

の日本海側で雪が降り、北海道の一部では強風となった。その他の地方は、高気圧に覆われて概

ね晴れた。 

 

低気圧が本州南岸と日本海を通過（28 日～31 日） 

 28 日は、九州の西海上の低気圧が東海沖へ進んだ。沖縄・奄美から関東にかけて雨が降った。29

日は、東海沖の低気圧は東へ進んで日本の東海上に達した。東シナ海と日本海西部に低気圧が発

生して共に北東へ進んだ。山陰および東日本で雨が降った。30 日は、日本海西部の低気圧がサハ

リンの西海上へ進み、伴う前線が東日本から北日本を通過した。また、東シナ海の低気圧は発達し

ながら関東の東海上へ進んだ。全国的に雪や雨が降り、東海の一部では大雨となった。31 日は、北

海道の東海上の発達した低気圧が網走沖の低気圧と一体化してオホーツク海へ進み、日本は強い

冬型の気圧配置となった。山陰から北海道にかけての日本海側で雨や雪が降り、北陸の一部では

雷を伴った。北海道では強風となったところもあった。 

 


